
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
づ
く
り

な
ど
、
り
ゅ
う
ぐ
う
近
く

で
予
定
し
て
い
た
主
要
な

任
務
を
全
て
成
功
さ
せ
た
。

年
末
に
り
ゅ
う
ぐ
う
を
離

れ
、地
球
へ
の
帰
途
に
就
く
。

２
０
２
０
年
末
ご
ろ
の
帰
還

を
予
定
し
て
い
る
。

　

地
下
物
質
は
太
陽
風
な
ど

に
よ
る
風
化
を
受
け
て
お
ら

ず
、
り
ゅ
う
ぐ
う
が
生
ま
れ

た
当
初
の
状
態
を
保
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。
４
６
億
年

前
に
誕
生
し
た
太
陽
系
の
起

源
に
迫
る
こ
と
に
役
立
つ
。

ま
た
、
り
ゅ
う
ぐ
う
の
地
下

物
質
は
非
常
に
黒
く
、
生
物

の
材
料
と
な
っ
た
有
機
物
が

見
つ
か
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

着
陸
場
所
は
人
工
ク
レ
ー

太
陽
系
起
源
解
明
に
期
待

は
や
ぶ
さ
２
再
び
着
陸
成
功

世
界
初
、
地
下
物
質
を
採
取

米
、
仏
Ｉ
Ｔ
課
税
の
調
査
開
始

先
行
導
入
け
ん
制
、
制
裁
も

ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
さ
ん
死
去

所
属
タ
レ
ン
ト
相
次
ぎ
追
悼

パ
イ
プ
を
持
つ
竹
村
健
一
氏
＝

２
０
１
０
年
ご
ろ
、
東
京
都
内

（
遺
族
提
供
）（
共
同
）

る
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
久
保
田
孝

教
授
は
「
ほ
ぼ
想
定
し
た
通

り
の
完
璧
な
動
き
だ
っ
た
。

着
陸
は
大
成
功
だ
」
と
胸
を

張
っ
た
。

　

計
画
責
任
者
の
津
田
雄
一

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
准
教
授
は
「
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
と
、

こ
の
成
功
を
分
か
ち
合
い
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

は
や
ぶ
さ
２
は
、
着
陸
や

　
【
共
同
】
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は

１
１
日
午
前
、
探
査
機
は
や

ぶ
さ
２
が
小
惑
星
り
ゅ
う
ぐ

う
の
表
面
に
２
回
目
の
着
陸

を
果
た
し
、
世
界
初
と
な
る

地
下
の
岩
石
破
片
の
採
取
に

も
成
功
し
た
と
み
ら
れ
る
と

発
表
し
た
。
地
球
に
持
ち
帰

れ
ば
、
太
陽
系
の
起
源
に
迫

る
研
究
成
果
も
期
待
さ
れ

「
デ
ジ
タ
ル
課
税
」
が
不
公

正
か
ど
う
か
調
査
を
始
め
た

と
発
表
し
た
。
世
界
的
に
課

税
議
論
が
進
む
中
、
先
行
す

る
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
、
中
国

に
制
裁
関
税
を
課
し
た
同
じ

条
項
を
使
っ
て
圧
力
を
か
け

る
。 セ

ブ
ン
沖
縄
進

出
、
長
蛇
の
列

全
都
道
府
県
に
店
舗
が
そ
ろ
う

政
治
を
取
り
戻
さ
な
い
と
い

け
な
い
」
と
語
っ
た
。
国
民

も
農
家
へ
の
戸
別
所
得
補
償

制
度
を
公
約
に
明
記
し
て
い

る
。

　

消
費
税
を
巡
り
、
共
産
党

の
小
池
晃
書
記
局
長
は
那
覇

市
で
「
こ
ん
な
景
気
が
悪
い

時
に
増
税
す
る
こ
と
こ
そ
最

も
ば
か
げ
た
提
案
だ
」
と
批

判
。
日
本
維
新
の
会
の
松
井

一
郎
代
表
は
大
阪
府
河
内
長

野
市
で
、
行
政
改
革
が
不
十

分
の
ま
ま
増
税
を
す
べ
き
で

は
な
い
と
主
張
し
た
。

　

社
民
党
の
吉
川
元
・
幹
事

長
は
「
憲
法
と
平
和
が
わ
が

党
の
一
丁
目
一
番
地
だ
。
社

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
藤

原
章
博
】
米
通
商
代
表
部

（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
は
１
０
日
、

相
手
国
へ
の
制
裁
を
可
能
に

す
る
通
商
法
３
０
１
条
に
基

づ
き
、
米
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
Ｉ
Ｔ
大
手

を
対
象
に
し
た
フ
ラ
ン
ス
の

笑
い
の
効
果
、

男
女
で
差

近
大
調
査
、
ツ
ボ
の
違
い
？

「
異
端
」
経
済
理
論
が
物
議

赤
字
拡
大
容
認
、
政
府
は
警
戒

　

ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
代
表
は

「
米
企
業
を
不
当
に
狙
い
撃

ち
し
て
い
る
」
と
懸
念
を
表

明
。
英
国
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど

も
実
施
す
る
方
針
を
示
し
て

お
り
、
導
入
拡
大
を
け
ん
制

す
る
狙
い
も
あ
る
と
み
ら
れ

る
。
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ

２
０
）
や
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
主
導
す

る
デ
ジ
タ
ル
課
税
で
の
国
際

協
調
に
も
影
響
を
与
え
そ
う

だ
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
は
公
聴
会
な
ど

を
通
じ
て
米
企
業
の
損
失
な

ど
を
精
査
し
、
対
応
策
を
示

す
。不
公
正
と
判
断
す
れ
ば
、

制
裁
関
税
な
ど
の
措
置
に
踏

み
切
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
課
税
法
案

は
、
世
界
で
年
７
億
５
千
万

ユ
ー
ロ
（
約
９
１
５
億
円
）、

国
内
で
２
５
０
０
万
ユ
ー
ロ

以
上
の
売
り
上
げ
の
あ
る
Ｉ

Ｔ
企
業
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
広
告
な
ど
の
売
り
上
げ

に
３
％
課
税
す
る
。
欧
州
連

合（
Ｅ
Ｕ
）が
導
入
を
見
送
っ

情
報
番
組
で
「
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
素
晴
ら

し
さ
、
こ
の
仕
事
の
魅
力
や

難
し
さ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

と
涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。

　

長
く
親
交
の
あ
っ
た
俳
優

黒
柳
徹
子
さ
ん
は
「
な
ん
と

い
う
日
本
の
損
失
だ
ろ
う
」

と
哀
悼
の
談
話
を
出
し
た
。

　

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
グ
ッ
ズ
を
扱

う
東
京
・
原
宿
の
店
「
ジ
ャ

ニ
ー
ズ
原
宿
」
に
娘
（
１
４
）

　
【
共
同
】
政
府
は
財
政
赤

字
を
気
に
せ
ず
景
気
対
策
に

専
念
す
べ
き
だ
と
す
る
「
現

代
貨
幣
理
論
」（
Ｍ
Ｍ
Ｔ
）

が
物
議
を
醸
し
て
い
る
。
主

流
派
の
経
済
学
者
は
異
端
視

す
る
が
、
米
国
で
民
主
党
の

気
鋭
政
治
家
が
支
持
し
注
目

度
は
高
い
。
１
６
日
に
は
主

な
提
唱
者
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
立
大
の
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・

ケ
ル
ト
ン
教
授
を
招
い
て
東

京
都
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
る
予
定
で
、
日
本
で

も
議
論
が
活
発
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

世
界
的
に
金
融
緩
和
政
策

の
限
界
が
意
識
さ
れ
る
中
で

関
心
を
集
め
て
お
り
、
消
費

税
増
税
へ
の
反
対
論
な
ど
と

相
ま
っ
て
国
内
に
賛
成
が
広

が
れ
ば
財
政
健
全
化
が
難
し

く
な
る
と
し
て
、
財
務
省
な

ど
は
警
戒
を
強
め
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｍ
Ｔ
は
「
Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ

ｎ　

Ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
ａ
ｒ
ｙ　

Ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｒ
ｙ
」
の
略
で
、

１
９
９
０
年
代
に
登
場
。
米

国
で
は
２
０
１
８
年
の
中
間

選
挙
で
史
上
最
年
少
の
女
性

下
院
議
員
と
な
っ
た
民
主
党

の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
オ

　
【
共
同
】
人
気
男
性
ア
イ

ド
ル
と
そ
の
卵
を
多
数
抱
え

る
芸
能
事
務
所
を
創
業
、
カ

リ
ス
マ
と
し
て
先
頭
に
立
ち

続
け
た
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
さ

ん
が
９
日
死
去
し
、
テ
レ
ビ

各
局
で
は
１
０
日
朝
、
情
報

番
組
で
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所

の
タ
レ
ン
ト
が
相
次
ぎ
思
い

出
を
語
り
、
死
を
悼
ん
だ
。

竹
村
健
一

氏
が
死
去

評
論
家
「
だ
い
た
い
や
ね
」

巨
大
事
務
所
は
か
じ
取
り
役

の
世
代
交
代
な
ど
過
渡
期
に

あ
り
、
新
た
な
局
面
を
迎
え

そ
う
だ
。

　

東
山
紀
之
さ
ん
は
テ
レ
ビ

の
情
報
番
組
に
出
演
し
「
父

親
で
す
よ
ね
。
僕
ら
に
と
っ

て
」
と
振
り
返
っ
た
。
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
国
分
太
一
さ
ん

も
、
自
身
が
司
会
を
務
め
る

戸
別
所
得
補
償
を
復
活
―
野
党

　
【
共
同
】
参
院
選
（
２
１
日
投
開
票
）
で
与
野
党
の
党
首
ら
は
１
１
日
、
地
方
経

済
や
農
業
の
活
性
化
を
巡
っ
て
各
地
で
論
戦
を
展
開
し
た
。
安
倍
晋
三
首
相
は
大

分
県
で
「
農
業
と
観
光
の
相
乗
効
果
で
地
域
を
に
ぎ
や
か
に
し
た
い
」
と
力
説
。

青
森
県
を
訪
れ
た
立
憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男
代
表
は
、
旧
民
主
党
政
権
が
実
施
し

た
農
家
へ
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
復
活
さ
せ
る
と
訴
え
た
。

農
業
、
観
光
で
活
性
化
―
首
相

参
院
選
、
地
方
経
済
で
論
戦

はやぶさ２が着陸の４秒後に撮影した小惑星りゅうぐうの
表面。着陸に伴い石などが舞い上がっている＝１１日（ＪＡ
ＸＡなど提供）（共同）

タ
ー
の
中
心
か
ら
約
２
０

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
、
幅
約
７

メ
ー
ト
ル
の
領
域
。
地
下
の

物
質
が
約
１
セ
ン
チ
降
り
積

も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
機
体
は
小
惑
星
の
表

面
に
触
れ
る
と
、
試
料
採
取

の
た
め
の
筒
か
ら
小
さ
な
金

属
球
を
発
射
、
舞
い
上
が
っ

た
岩
石
試
料
を
キ
ャ
ッ
チ
し

た
。

　

り
ゅ
う
ぐ
う
と
地
球
は
現

在
、
２
億
５
千
万
キ
ロ
離
れ

て
お
り
、
通
信
に
は
片
道
約

１
４
分
か
か
る
。
は
や
ぶ
さ

２
は
着
陸
の
前
後
は
自
ら
の

判
断
で
行
動
し
た
。着
陸
後
、

数
秒
で
エ
ン
ジ
ン
を
噴
射
し
上
昇
し
た
。

（１）２０１９年 第５２８１号 ７月 １２日 （金曜日）

と
訪
れ
た
埼
玉
県
蕨
市
の
女

性
（
４
２
）
は
「
多
く
の
ア

イ
ド
ル
を
育
て
ら
れ
た
の
は

懐
が
広
く
、
人
望
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
う
」と
話
し
た
。

　

事
務
所
の
タ
レ
ン
ト
は

皆
、
ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん
に
素
質

を
見
い
だ
さ
れ
た
。
彼
ら
は

し
ば
し
ば
「
ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん

か
ら
『
ユ
ー
、
や
っ
ち
ゃ
い

な
よ
』
っ
て
言
わ
れ
た
」
と
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
わ
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
親
し
み
を

込
め
て
披
露
。
裏
方
に
徹
し

た
ジ
ャ
ニ
ー
さ
ん
だ
っ
た
が

存
在
感
を
発
揮
し
て
い
た
。

　

一
方
で
、
所
属
す
る
少
年

へ
の
セ
ク
ハ
ラ
を
「
週
刊
文

春
」
に
報
じ
ら
れ
、
名
誉

毀
損
で
損
害
賠
償
を
求
め
た

訴
訟
で
は
２
０
０
４
年
、
文

春
側
に
１
２
０
万
円
の
支
払

い
を
命
じ
る
判
決
が
確
定
し

た
が
、
記
事
の
主
要
部
分
は

真
実
性
が
あ
る
と
認
定
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
国
民
的
人
気
を
博

し
た
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
は
２
０
１
６

年
末
に
解
散
。
稲
垣
吾
郎
さ

ん
、
草
ナ
ギ
〓
（
弓
ヘ
ン
に

前
の
旧
字
体
そ
の
下
に
刀
）

剛
さ
ん
、
香
取
慎
吾
さ
ん
が

事
務
所
を
退
社
し
、
大
き
な

衝
撃
が
走
っ
た
。
今
年
は
嵐

が
２
０
年
末
で
の
活
動
休
止

を
発
表
し
た
。
人
気
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
の
不
祥
事
に

も
揺
れ
た
。

　

最
近
は
、
タ
レ
ン
ト
が
政

府
の
会
議
に
識
者
と
し
て
出

席
す
る
ほ
か
、
滝
沢
秀
明

さ
ん
が
表
舞
台
か
ら
身
を
引

き
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
Ｊ
ｒ
．
と

呼
ば
れ
る
若
手
の
育
成
に
注

力
。
長
く
避
け
て
き
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信

に
も
取
り
組
み
始
め
て
い

る
。

東
京
都
内
で
演
説
し
た
公
明

党
の
山
口
那
津
男
代
表
は
、

消
費
税
増
税
に
伴
う
軽
減
税

率
導
入
を
同
党
が
主
導
し
た

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

枝
野
氏
は
青
森
県
弘
前
市

で
の
街
頭
演
説
で
、
都
市
へ

の
人
口
集
中
に
よ
り
地
方
経

済
が
衰
退
し
た
と
指
摘
。「
地

方
を
支
え
る
農
林
水
産
業
で

食
べ
て
い
け
る
よ
う
に
す

る
」
と
強
調
し
た
。

　

国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一

郎
代
表
は
滋
賀
県
近
江
八
幡

市
で
記
者
団
に
、
都
市
と
地

方
の
格
差
を
埋
め
る
政
策
が

必
要
だ
と
し
て
「
切
り
捨
て

ら
れ
る
地
域
に
目
を
向
け
る

　

首
相
は
大
分
県
別
府
市
で

街
頭
演
説
し
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
が
昨
年
、
初
め

て
３
千
万
人
を
超
え
た
と
紹

介
。「
も
っ
と
地
域
に
や
っ

て
来
る
お
客
さ
ん
を
増
や
し

た
い
」
と
語
っ
た
。
農
産
物

の
輸
出
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
す
る
考
え
も
示
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
岡
市
で
公
明

党
候
補
へ
の
応
援
演
説
を
実

施
。
自
公
連
立
政
権
下
で

雇
用
状
況
が
改
善
さ
れ
た
と

し
て
「
自
ら
の
手
で
未
来
を

つ
か
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
を
両
党
で
つ
く
り
上
げ

た
。
こ
の
流
れ
を
変
え
て
は

な
ら
な
い
」と
呼
び
掛
け
た
。

「
米
国
で
も
摘
発
多
い
」

違
法
輸
出
、
韓
国
が
反
論

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国
産

業
通
商
資
源
省
は
１
１
日
、

兵
器
製
造
な
ど
に
転
用
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
物
品
の
違
法

輸
出
の
摘
発
件
数
が
多
い
と

批
判
的
に
報
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
関
し
「
世
界
で
最
も

強
力
な
輸
出
統
制
シ
ス
テ
ム

を
運
用
す
る
米
国
の
よ
う
な

国
で
も
多
数
の
無
許
可
輸
出

が
摘
発
さ
れ
て
い
る
」
と
指

摘
、
批
判
は
当
た
ら
な
い
と

反
論
し
た
。
同
省
当
局
者
が

記
者
団
に
語
っ
た
。

　

当
局
者
は
、
一
部
の
日
本

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
「
無
許

可
輸
出
の
摘
発
件
数
と
、
輸

出
統
制
制
度
の
信
頼
性
の
低

さ
を
直
接
結
び
付
け
、
実
効

性
を
疑
っ
て
い
る
」と
批
判
。

「
こ
れ
は
無
許
可
輸
出
の
摘

発
が
多
い
米
国
の
輸
出
統
制

制
度
を
信
頼
で
き
な
い
と
い

教
授
な
ど
を
務
め
た
。

　

６
０
年
代
後
半
か
ら
本
格

的
な
評
論
活
動
に
。「
世
相

講
談
」「
竹
村
健
一
の
世
相

を
斬
る
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
番

組
で
は
、
関
西
弁
に
よ
る
分

か
り
や
す
い
時
事
解
説
と
パ

イ
プ
を
く
わ
え
た
風
貌
で
人

気
を
博
し
た
。
手
帳
を
持

ち
「
私
な
ん
か
、こ
れ
だ
け
」

と
い
う
Ｃ
Ｍ
の
せ
り
ふ
は
流

行
語
に
。
政
治
や
外
交
、
経

営
な
ど
多
方
面
を
論
じ
、「
マ

ク
ル
ー
ハ
ン
の
世
界
」
な
ど

５
０
０
冊
以
上
の
著
書
が
あ

る
。

　

家
族
が
１
１
日
に
発
表
し

た
談
話
に
よ
る
と
、
竹
村
氏

は
８
０
歳
で
引
退
し
、
旅

行
や
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い

た
。
最
近
の
約
２
年
間
は
入

退
院
を
繰
り
返
し
、
誤
嚥
性

肺
炎
な
ど
で
危
険
な
状
態
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。

　

談
話
は
「
い
つ
も
笑
い
の

絶
え
な
い
病
室
だ
っ
た
。
回

復
力
で
私
た
ち
を
驚
か
せ
て

く
れ
た
。
最
期
は
家
族
に
見

守
ら
れ
、
旅
立
っ
た
」
と
し

て
い
る
。

　
【
共
同
】
近
畿
大
医
学
部

や
吉
本
興
業
な
ど
は
１
１

日
、「
笑
い
」
が
感
情
に
及

ぼ
す
効
果
に
男
女
で
差
が
あ

る
こ
と
が
実
証
実
験
で
分

か
っ
た
と
発
表
し
た
。
男
性

は
笑
う
こ
と
で
特
に
緊
張
や

不
安
が
和
ら
げ
ら
れ
、
女
性

は
混
乱
す
る
感
情
が
抑
え
ら

れ
た
と
い
う
。
研
究
チ
ー
ム

は
「
男
女
で
笑
い
の
ツ
ボ
が

違
う
た
め
で
は
な
い
か
」
と

理
由
を
推
測
し
て
い
る
。

　

実
験
で
は
、
一
般
募
集
し

た
男
性
１
２
人
、
女
性
８
人

の
計
２
０
人
に
劇
場
「
な

ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
」
で
漫

才
や
落
語
、
吉
本
新
喜
劇
を

観
賞
し
て
も
ら
っ
た
。
オ
ム

ロ
ン
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
協

力
も
得
て
一
人
一
人
の
表
情

や
心
拍
数
、
呼
吸
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
収
集
。
表
情
を
読

み
取
り
、
独
自
に
笑
い
に
つ

い
て
数
値
化
し
て
分
析
し

た
。

　

参
加
者
の
感
情
を「
緊
張
・

不
安
」「
抑
う
つ
」「
怒
り
・

敵
意
」「
活
気
」「
疲
労
」「
混

乱
」
の
６
項
目
に
分
類
。
男

性
は
「
緊
張
・
不
安
」
や
「
怒

り
・
敵
意
」
が
改
善
さ
れ
、

女
性
は
「
混
乱
」
な
ど
が
抑

え
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

男
女
と
も「
抑
う
つ
」と「
活

気
」
に
は
大
き
な
改
善
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
【
共
同
】
コ
ン
ビ
ニ
最
大

手
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
は
１
１
日
、
４
７

都
道
府
県
で
唯
一
店
舗
が
な

か
っ
た
沖
縄
県
に
出
店
し
、

第
１
弾
と
し
て
那
覇
市
を
中

心
に
１
４
店
を
県
内
に
開
業

し
た
。
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン

た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
が
単
独

で
課
税
し
よ
う
と
、
今
年
３

月
に
閣
議
決
定
。
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ

に
よ
る
と
、
１
１
日
に
議
会

を
通
過
す
る
見
通
し
だ
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
は
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

で
多
国
間
で
の
合
意
に
向
け

た
努
力
を
他
の
国
々
と
続
け

て
い
く
」
と
説
明
。
各
国
が

独
自
に
課
税
す
る
こ
と
に
反

対
し
た
。

　

米
政
権
は
通
商
法
３
０
１

条
に
基
づ
い
て
、
知
的
財
産

権
の
侵
害
と
い
っ
た
不
公

正
な
貿
易
慣
行
の
是
正
を
求

め
、
中
国
か
ら
の
輸
入
品
２ 

５
０
０
億
ド
ル
（
約
２
７
兆

円
）
分
に
対
し
制
裁
的
な
追

加
関
税
を
発
動
し
て
い
る
。

カ
シ
オ
コ
ル
テ
ス
氏
が
支
持

を
表
明
し
た
こ
と
な
ど
か
ら

知
名
度
が
上
が
っ
た
。

　

自
国
通
貨
建
て
の
債
務
で

あ
れ
ば
、
政
府
は
紙
幣
を
い

く
ら
で
も
刷
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
借
金
を
返
せ
な
く
な

る
恐
れ
は
な
く
、
赤
字
が
増

え
て
も
財
政
は
破
綻
し
な
い

と
主
張
。
膨
大
な
公
的
債
務

を
抱
え
る
日
本
が
実
証
し
て

い
る
と
も
指
摘
す
る
。

　

主
流
派
の
学
説
で
は
こ
う

し
た
政
策
は
イ
ン
フ
レ
を
誘

発
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
さ

れ
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
の
ラ
ガ
ル
ド
専
務
理
事

は
「
本
物
の
万
能
薬
だ
と
は

思
っ
て
い
な
い
」
と
冷
や
や

か
だ
が
、
ケ
ル
ト
ン
教
授
ら

は
イ
ン
フ
レ
が
行
き
過
ぎ
れ

ば
増
税
や
歳
出
削
減
で
対
応

で
き
る
と
主
張
。
日
本
で
は

消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
元

内
閣
官
房
参
与
の
藤
井
聡
京

大
大
学
院
教
授
ら
が
評
価
す

る
。

　

た
だ
、
物
価
高
で
生
活
が

苦
し
く
な
る
時
期
に
増
税
な

ど
へ
の
理
解
を
得
る
の
は

難
し
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
櫨

浩
一
専
務
理
事
は
「
富
裕
層

は
海
外
に
資
産
を
移
す
な
ど

イ
ン
フ
レ
の
影
響
を
緩
和
す

る
手
段
が
あ
る
が
、
社
会
保

障
へ
の
依
存
度
が
高
い
貧
し

い
人
ほ
ど
生
活
へ
の
打
撃
が

大
き
い
」と
の
見
方
を
示
す
。

　
【
共
同
】「
だ
い
た
い
や
ね
」

で
始
ま
る
関
西
弁
の
辛
口
コ

メ
ン
ト
で
知
ら
れ
る
評
論
家

の
竹
村
健
一
（
た
け
む
ら
・

け
ん
い
ち
）
氏
が
８
日
午
後

７
時
３
８
分
、
多
臓
器
不
全

の
た
め
東
京
都
内
の
病
院
で

死
去
し
た
。
８
９
歳
。
大
阪

府
出
身
。
近
親
者
で
密
葬
を

行
っ
た
。
喪
主
は
長
男
真
一

（
し
ん
い
ち
）
氏
。

　

１
９
５
３
年
、
京
大
を
卒

業
し
毎
日
新
聞
に
入
社
。
そ

の
後
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生

と
し
て
米
国
留
学
し
た
。
英

文
毎
日
記
者
の
傍
ら
、
英
会

話
入
門
書
や
ラ
ジ
オ
の
台
本

を
執
筆
。
追
手
門
学
院
大
助

う
主
張
と
変
わ
り
な
い
」
と

強
調
し
た
。

　

ま
た
「
最
近
韓
国
の
輸
出

統
制
制
度
の
実
効
性
に
関
連

し
て
問
題
提
起
し
た
国
家
は

日
本
し
か
な
い
」
と
し
、
非

難
を
や
め
る
よ
う
求
め
た
。

　

一
方
、
韓
国
の
野
党
国
会

議
員
は
１
１
日
、
記
者
会
見

し
、
日
本
側
か
ら
入
手
し
た

と
す
る
文
書
を
公
表
。
日
本

か
ら
北
朝
鮮
へ
の
不
正
輸
出

事
件
が
１
９
９
０
年
代
か
ら

相
次
ぎ
、
核
開
発
や
生
物
化

学
兵
器
に
使
わ
れ
得
る
物
資

も
含
ま
れ
て
い
た
と
主
張
し

た
。

は
１
９
７
３
年
の
創
業
以

来
、
約
４
６
年
が
か
り
で
全

都
道
府
県
へ
の
進
出
を
果
た

し
た
。

　

那
覇
松
山
１
丁
目
店
（
那

覇
市
）
で
は
午
前
７
時
の
開

店
前
に
２
０
０
人
を
超
え
る

長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
同
店

で
オ
ー
プ
ン
を
祝
う
式
典
が

あ
り
、古
屋
一
樹
会
長
は「
近

く
て
便
利
な
お
店
を
、
こ
れ

か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
」と
述
べ
た
。

不
正
使
用
事
件
が
起
き
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
サ
ー
ビ

ス
「
７
ｐ
ａ
ｙ
（
セ
ブ
ン
ペ

イ
）」
に
つ
い
て
は
言
及
し

な
か
っ
た
。

　

家
族
４
人
で
訪
れ
た
那
覇

市
の
主
婦
高
橋
珠
子
さ
ん

（
４
８
）
は
「
全
国
に
唯
一

な
か
っ
た
沖
縄
に
出
店
し
て

く
れ
て
、と
て
も
う
れ
し
い
。

地
域
に
密
着
し
、
店
舗
数
を

広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。

　

セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
は
沖

縄
県
で
地
元
企
業
と
組
み
、

２
０
２
４
年
７
月
末
ま
で
の

５
年
間
で
計
約
２
５
０
店
の

出
店
を
目
指
す
。
２
０
年
に

は
店
舗
を
沖
縄
本
島
全
域
に

広
げ
る
計
画
だ
。
競
合
す

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
は
今

年
６
月
末
時
点
で
沖
縄
県
内

に
３
２
５
店
、
ロ
ー
ソ
ン
も

２
３
３
店
を
そ
れ
ぞ
れ
構
え

て
お
り
、
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ

ン
は
追
い
上
げ
を
目
指
す
。

民
党
の
必
要
性
を
訴
え
る
」

と
国
会
内
で
記
者
団
に
語
っ

た
。



同
院
で
も
う
一
回
の
承
認
必
要

つ
い
て
の
地
理
学
・
人
類
学

的
考
察
も
加
え
た
作
品
だ
。

　

ヴ
ァ
ウ
ニ
ッ
セ
氏
は
、
カ

ヌ
ー
ド
ス
の
住
民
の
姿
を
土

地
な
し
農
民
運
動
参
加
者
ら

と
比
較
し
、
農
民
運
動
参
加

者
ら
は
能
動
的
（
活
動
的
）

だ
が
、
カ
ヌ
ー
ド
ス
の
住
民

は
受
動
的
と
も
分
析
。「
カ

ヌ
ー
ド
ス
の
住
民
達
は
奥
地

に
戻
っ
て
行
っ
た
が
、
農
民

運
動
の
参
加
者
達
は
権
力
者

の
領
分
に
ま
で
踏
み
込
み
、

よ
り
政
治
的
に
立
ち
回
っ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　

講
演
後
は
、
オ
フ
ィ
シ
ー

ナ
劇
場
の
俳
優
ら
が
、
エ
ウ

ク
リ
ー
デ
ス
の
作
品
の
一
部

を
引
用
し
た
形
の
劇
を
上
演

し
た
。
背
景
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
は
、
女
性
や
黒
人
へ
の
暴

力
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
、
警

官
に
よ
る
ス
ラ
ム
街
（
フ
ァ

ヴ
ェ
ー
ラ
）
侵
入
な
ど
の
描

写
も
映
し
出
さ
れ
た
。

　

１
１
日
は
、
ア
フ
リ
カ
人

作
家
２
人
が
戦
争
の
痛
み
や

　

連
邦
下
院
は
１
０
日
、
社
会
保
障
制
度
改
革
案
を
賛
成
３
７
９
票
、
反
対

１
３
１
票
（
欠
席
３
）
で
承
認
し
た
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
の
最
優
先
課
題
で
あ
る

同
法
案
は
、
憲
法
改
正
法
案
で
あ
る
た
め
、
上
下
両
院
で
、
議
員
定
数
６
０
％
以

上
の
賛
成
が
２
回
必
要
だ
。

第
１
回
承
認
を
果
た
し
た
ロ

ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
議
長
、
下

院
議
会
を
祝
福
し
た
い
。
伯

国
は
ま
す
ま
す
雇
用
回
復
、

繁
栄
の
道
を
進
む
」と
ツ
イ
ー

ト
し
た
。

　

し
か
し
、
１
０
日
に
承
認

さ
れ
た
の
は
、
根
幹
と
な
る

基
本
文
書
（texto-base

）

の
み
で
、
１
１
日
も
修
正
動

議
（d

estaq
u
e

）
の
検
討

と
個
別
投
票
が
続
い
て
い
る
。

修
正
動
議
は
受
給
条
件
を
緩

く
し
た
り
、
受
給
額
を
上
げ

た
り
し
て
、
歳
出
削
減
規
模

を
減
ら
す
性
質
の
も
の
で
、

承
認
さ
れ
る
と
、
歳
出
削
減

効
果
が
９
８
７
５
億
レ
よ
り

縮
小
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

下
院
で
２
回
目
の
承
認
が

達
成
さ
れ
た
ら
、
同
案
は
上

院
で
の
審
議
に
回
さ
れ
る
。

上
院
で
も
、
委
員
会
審
議

か
ら
本
会
議
採
決
（
２
度
）

の
プ
ロ
セ
ス
を
通
る
。
定
数

８
１
人
の
上
院
承
認
に
必
要

な
票
数
は
４
９
票
だ
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
問
題

に
関
す
る
、
最
近
の
大
き
な

争
点
は
「
地
方
公
務
員
に
も

　

下
院
の
社
会
保
障
制
度
改

革
採
決
で
、
事
前
予
想
を
大

き
く
上
回
る
３
７
９
の
賛
成

票
が
集
ま
っ
た
の
は
、
左
派

の
野
党
議
員
１
９
人
が
賛
成

票
を
投
じ
た
お
か
げ
だ
。
中

で
も
特
に
話
題
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
民
主
労
働
党
（
Ｐ

Ｄ
Ｔ
）
の
タ
バ
タ
・
ア
マ
ラ

連
邦
公
務
員
と
一
律
の
年
金

受
給
規
定
を
適
用
す
る
か
否

か
」だ
っ
た
。
マ
イ
ア
議
長
は
、

本
会
議
で
採
決
す
る
際
に
こ

の
問
題
も
盛
り
込
み
た
い
と

考
え
て
い
た
が
、
叶
わ
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
上
院
で
は
、

下
院
の
社
会
保
障
改
革
案
採

決
を
行
っ
て
い
る
の
と
並
行
し

て
、
地
方
公
務
員
を
年
金
制

度
改
革
対
象
に
含
め
る
た
め

の
法
案
作
成
作
業
が
始
ま
っ

て
い
る
。

　

１
０
日
の
株
式
市
場
は

社
会
保
障
改
革
案
の
承
認

を
受
け
、
市
場
最
高
値
を

更
新
。
聖
市
株
式
市
場
指

数
（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ

ａ
）
は
１
・
２
３
％
増
の

１
０
万
５
８
１
７
ポ
イ
ン
ト

歳
出
削
減
９
千
億
レ
を
キ
ー
プ

移
民
に
関
す
る
討
論
を
行
っ

た
他
、
性
や
母
性
、
欧
州
に

お
け
る
黒
人
の
生
活
、
ブ
ル

マ
ジ
ー
ニ
ョ
の
事
故
な
ど
に

関
す
る
討
論
会
（
デ
ィ
ベ
ー

ト
）
や
講
演
も
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
１
２
日
に
は
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
博
物
館
が
、
６

カ
国
か
ら
招
い
た
人
々
が
参

加
し
、
口
頭
で
の
詩
を
競
う

「
フ
リ
ッ
プ
・
ス
ラ
ム
」
と

い
う
、
始
め
て
の
企
画
を
実

施
す
る
。
国
内
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
ス
ラ
ム
は
１
１

日
も
行
わ
れ
た
。

　

公
開
広
場
で
は
、
ポ
ル
ト

入
る
ま
で
は
、『
奥
地
（O

s 
Sertoes

）』（
エ
ウ
ク
リ
ー

デ
ス
の
主
作
）
が
描
い
て
い

る
伯
国
民
の
姿
は
現
実
的
な

意
味
を
失
わ
な
い
」
と
語
っ

た
。

　
『
奥
地
』
は
、
新
聞
記
者

と
し
て
の
エ
ウ
ク
リ
ー
デ
ス

が
取
材
し
て
書
い
た
、
１
９

世
紀
末
の
バ
イ
ア
州
奥
地
で

の
「
カ
ヌ
ー
ド
ス
戦
争
」
を

再
構
成
し
、
住
民
や
土
地
に

　

リ
オ
州
パ
ラ
チ
ー
で
、

１
０
日
か
ら
１
４
日
の
日
程

で
第
１
７
回
国
際
文
学
祭
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

１
０
日
午
後
７
時
か
ら
の

開
会
式
で
は
、
エ
ウ
ク
リ
ー

デ
ス
・
ダ
・
ク
ー
ニ
ャ
へ
の

顕
彰
の
時
が
持
た
れ
、
ヴ
ァ

ウ
ニ
ッ
セ
・
ノ
ゲ
イ
ラ
・
ガ

ウ
ヴ
ァ
ン
氏
が
基
調
講
演
を

行
っ
た
。

　

ヴ
ァ
ウ
ニ
ッ
セ
氏
は
そ
の

講
演
の
中
で
、「
資
本
主
義

に
よ
る
近
代
化
が
完
全
な
形

で
行
わ
れ
、
新
し
い
段
階
に

エ
ウ
ク
リ
ー
デ
ス
顕
彰
で
開
幕

教
育
行
政
の
指
針
文
書
を
発
表

盛
り
沢
山
の
企
画
で
参
加
者
魅
惑

ガ
ル
語
を
話
す
国
々
で
使
う

典
型
的
な
表
現
な
ど
に
関
す

る
展
示
と
共
に
、
ミ
ニ
競
技

会
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

貴
賓
室
で
は
、
イ
ビ
ラ
ン

ガ
博
物
館
の
建
設
や
、
博
物

館
の
周
辺
の
近
代
化
に
関
す

る
歴
史
的
な
写
真
の
展
示
を

開
催
。
１
３
日
に
は
、
博
物

館
の
建
設
と
９
月
か
ら
始
ま

る
改
修
工
事
に
関
す
る
デ
ィ

ベ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を

話
す
国
々
の
絆
を
強
め
る
た

め
に
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
を
用

い
る
事
を
提
唱
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
な
ど
も
含
む
音
楽
の

シ
ョ
ー
、
国
際
的
な
シ
ェ
フ

に
よ
る
料
理
の
実
演
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
子
供
の
た
め

の
図
書
閲
覧
と
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

削
減
規
模
は
１
０
年
間
で

１
兆
２
千
億
レ
ア
ル
だ
っ
た

が
、
議
員
た
ち
を
説
得
す
る

過
程
で
９
３
３
９
億
レ
に
規

模
が
縮
小
し
た
。
こ
れ
に
、

社
会
保
障
制
度
改
革
に
よ
り

発
生
す
る
歳
入
増
の
分
を
差

し
引
き
す
る
と
、
削
減
規
模

は
９
８
７
５
億
レ
だ
。

　

改
革
案
と
現
行
制
度
の

最
大
の
違
い
は
、
年
金
受
給

開
始
最
低
年
齢
を
男
性
が

６
５
歳
、
女
性
は
６
２
歳
と

し
た
こ
と
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、

４
０
代
、
５
０
代
で
の
年
金

生
活
入
り
が
基
本
的
に
出
来

な
く
な
る
。
た
だ
し
、
農
村

労
働
者
、
教
師
、
連
邦
警
察

な
ど
で
は
例
外
が
あ
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

１
０
日
午
後
８
時
２
１
分
に
、

「
社
会
保
障
制
度
改
革
案
の

会場入り口
（Roberto Parizotti/Fotos Publicas）

ロドリゴ・マイア下院議長（中央）とオニキス・ロレンゾー
ニ官房長官（Fabio Rodrigues Pozzebom/Ag. Brasil）

修
正
動
議
の
審
議
、
採
決
も
継
続

教 育 省

を
つ
け
た
。
ま
た
為
替
市
場

も
ド
ル
安
レ
ア
ル
高
に
ふ
れ
、

０
・
７
％
ド
ル
安
の
１
ド
ル

＝
３
・
７
５
９
レ
を
つ
け
た
。

こ
れ
は
、
今
年
２
月
以
来
と

な
る
ド
ル
安
水
準
だ
。

ル
議
員
だ
。
社
会
保
障
制
度

改
革
に
賛
成
の
立
場
を
表
明

し
て
き
た
同
議
員
に
は
、
採

決
前
に
党
本
部
か
ら
「
党
の

方
針
に
従
い
、
反
対
せ
よ
」

と
の
勧
告
が
出
て
い
た
が
、

本
人
は
「
信
念
に
従
っ
て
行

動
し
た
。
社
会
保
障
制
度
改

革
に
賛
成
し
た
こ
と
は
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
支
持
や
、
反

Ｐ
Ｄ
Ｔ
を
意
味
し
な
い
」
と

主
張
し
て
い
る
。
同
党
内
に

は
「
除
名
せ
よ
」
と
の
動
き

が
あ
る
が
、「
左
派
政
党
議

員
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
、

盲
目
的
に
社
会
保
障
改
革
に

反
対
し
な
い
」
と
い
う
姿
勢

こ
そ
、
議
員
の
見
識
と
い
う

気
も
す
る
が
…
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
月
４
、５
日
に
行
わ
れ

た
ダ
ッ
タ
・
フ
ォ
ー
リ
ャ
の

調
査
で
、
軍
を
「
と
て
も
信

頼
で
き
る
」
と
答
え
た
人
は

４
２
％
、「
少
し
は
信
頼
で

き
る
」
が
３
８
％
、「
信
頼

で
き
な
い
」
が
１
９
％
で
、

政
党
や
政
府
、
議
会
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
と
比
べ
、
最
も
信

頼
度
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
の
数
字
を
政
党
を

「
と
て
も
信
頼
で
き
る
」
と

答
え
た
人
の
４
％
、
政
府
の

２
８
％
、
議
会
の
７
％
、
マ

ス
コ
ミ
の
２
１
％
な
ど
と
比

べ
る
と
、
軍
へ
の
信
頼
度
の

高
さ
は
群
を
抜
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

６
月
２
８
日
に
起
き
た
、

フ
ェ
ス
タ
・
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
で

の
爆
発
事
故
で
大
火
傷
を
負

い
、
入
院
し
て
い
た
オ
ザ
ス

コ
市
長
の
ロ
ジ
ェ
リ
オ
・
リ

ン
ス
氏
と
夫
人
の
ア
リ
ー

ネ
・
リ
ン
ス
氏
が
、
１
２
日

間
の
入
院
の
後
、
１
０
日
に

退
院
し
た
。
顔
や
腕
を
中
心

に
体
表
面
積
の
１
５
％
に
火

傷
を
負
っ
た
市
長
は
、「
失

明
の
可
能
性
も
あ
っ
た
。
助

か
っ
た
の
は
神
の
お
か
げ
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

聖
州
の
麻
疹
（
は
し
か
）

患
者
が
わ
ず
か
１
カ
月
で
３

０
３
％
も
増
え
、
大
聖
市
圏

で
は
１
１
日
か
ら
新
た
に
５

市
が
予
防
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
開
始
と
１
１
日
付
Ｇ
１

サ
イ
ト
な
ど
が
報
じ
た
。

　

聖
州
保
健
局
が
７
日
に
発

表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

麻
疹
の
真
性
患
者
（
本
当
に

感
染
し
て
い
る
と
確
認
さ
れ

た
患
者
）
の
数
は
、
５
１
人

か
ら
２
０
６
人
に
増
え
た
。

　

２
０
６
人
の
内
、
１
３
７

人
は
聖
市
在
住
の
患
者
だ
。

ま
た
、
も
う
何
年
間
も
患
者

の
発
生
を
見
て
い
な
か
っ
た

市
で
も
患
者
が
発
生
し
て
い

る
。
生
後
１
１
カ
月
の
男
児

が
２
０
年
ぶ
り
の
真
性
麻
疹

患
者
で
あ
る
事
が
確
認
さ
れ

た
と
、
１
０
日
に
発
表
し
た

サ
ン
ジ
ョ
ゼ
・
ド
ス
・
カ
ン
ポ

ス
も
そ
の
一つ
だ
。

　

聖
市
以
外
で
真
性
患
者
の

発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
市

は
２
０
あ
る
。
大
半
は
１
〜

２
人
だ
が
、
豪
華
客
船
の
乗

客
・
乗
員
か
ら
も
患
者
が
出

た
サ
ン
ト
ス
市
は
２
３
人
、

サ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
市
は
１
２

人
、
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・

カ
ン
ポ
市
は
７
人
、グ
ア
ル
ー

リ
ョ
ス
市
は
５
人
、
ペ
ド
ロ
・

デ
・
ト
レ
ド
市
は
３
人
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
グ

ア
ル
ー
リ
ョ
ス
市
、
オ
ザ
ス
コ

市
、
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ド
・

カ
ン
ポ
市
、
サ
ン
ト
ア
ン
ド

レ
市
、
サ
ン
カ
エ
タ
ノ
・
ド
・

ス
ル
市
で
も
、
１
１
日
か
ら
、

患
者
の
４
７
％
を
占
め
る
、

１
５
〜
２
９
歳
の
人
、
９
０

万
人
超
を
対
象
に
予
防
接
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
。

　

聖
市
の
場
合
は
既
に
、
１

カ
月
前
か
ら
予
防
接
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る

が
、
こ
の
年
代
の
青
年
、
若

者
２
９
０
万
人
の
内
、
１
日

ま
で
に
予
防
接
種
を
受
け
た

の
は
４
万
７
千
人
の
み
で
、

実
施
率
は
１
・
６
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合
大
学
ブ

タ
ン
タ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

３
日
に
学
生
１
人
の
感
染
が

確
認
さ
れ
た
上
、
擬
似
症
患

者
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
５

日
に
臨
時
の
予
防
接
種
用
ポ

ス
ト
を
開
設
し
た
。

　

教
育
省
は
１
１
日
、

２
０
２
２
年
ま
で
の
基
礎
教

育
政
策
と
、
今
後
１
２
年
間

の
目
標
を
定
め
た
、「
基
礎

教
育
充
実
の
た
め
の
国
家
戦

略
」
と
題
す
る
文
書
を
発
表

し
た
と
、
同
日
付
伯
字
各
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　
「
基
礎
教
育
」
は
２
〜
５

歳
対
象
の
「
乳
幼
児
教
育
」

と
、６
〜
１
４
歳
対
象
の
「
初

等
教
育
」、
１
５
〜
１
８
歳

対
象
の
「
中
等
教
育
」
の
総

称
だ
。

　

こ
の
文
書
に
は
、

「
２
０
２
２
年
ま
で
に

４
９
０
０
の
保
育
所
を
建

設
」「
途
中
で
学
業
を
断
念

す
る
生
徒
を
減
ら
し
、
教

育
指
数
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
公
立
校
の
必
修
時
間
数

を
増
や
す
」「
農
村
部
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
の

改
善
」「
２
０
２
３
年
ま
で

に
軍
学
校
を
１
０
８
増
や
す
」

「
２
０
２
０
年
ま
で
に
遠
隔

授
業
（
通
信
教
育
）
で
、
基

礎
教
育
担
当
教
員
を
養
成
す

る
」
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ニ
オ
・
マ
セ
ド
基
礎

教
育
局
長
は
、
今
回
発
表
さ

れ
た
内
容
の
多
く
は
、
こ
れ

ま
で
の
政
権
で
既
に
作
成
さ

れ
、
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の

の
焼
き
直
し
、
ま
た
は
目
標

規
模
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
就

任
以
来
、
従
来
の
政
権
は
高

等
教
育
に
ば
か
り
注
力
し
過

ぎ
た
と
批
判
し
、
基
礎
教
育

充
実
を
優
先
さ
せ
る
と
主
張

し
て
き
た
が
、
１
１
日
の
文

書
発
表
ま
で
、
政
府
と
し
て

の
教
育
政
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
に
よ
る
と
、
伯
国
に
は

５
５
７
０
の
市
が
あ
る
が
、

そ
の
内
の
４
３
％
は
必
要
最

低
減
の
教
育
投
資
を
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
２
５
歳
以
上

の
伯
人
の
半
数
以
上
は
基
礎

教
育
を
終
え
て
い
な
い
。

　

ア
ブ
ラ
ア
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
ト

ラ
ウ
ビ
教
育
相
は
、
４
月
に

リ
カ
ル
ド
・
ヴ
ェ
レ
ス
前
教

育
相
が
更
迭
さ
れ
た
こ
と
で

職
務
を
引
き
継
ぎ
、
５
月
に

は
、
教
育
行
政
の
優
先
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
す
る
た
め
に
上

院
議
会
に
赴
い
た
。

　

ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
教
育

相
は
そ
こ
で
、「
基
礎
教
育

重
視
」、「
結
果
主
義
」、「
学

力
の
適
切
な
評
価
」
な
ど
を

打
ち
出
し
た
が
、
期
限
を
定

め
た
目
標
に
は
な
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

同
教
育
相
は
１
１
日
、「
今

日
発
表
し
た
計
画
は
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
打
ち
出
し

た
、『
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
だ
け

で
な
く
、
多
様
な
地
方
に
目

を
向
け
る
』
と
い
う
教
育
行

政
方
針
に
沿
っ
て
立
案
さ
れ

た
。
政
府
が
持
っ
て
い
る
物

的
、
人
的
、
経
済
的
資
源
を
、

現
場
の
実
情
に
即
し
て
配
分

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」

と
語
っ
た
。

　

国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
は

１
１
日
、
１
０
月
２
６
日
か

ら
１
１
月
１
７
日
ま
で
伯
国

で
開
催
さ
れ
る
男
子
Ｕ
１
７

Ｗ
杯
（
１
７
歳
以
下
、
厳
密

に
は
２
０
０
２
年
１
月
１
日

以
降
生
ま
れ
の
選
手
に
出
場

資
格
あ
り
）
の
組
み
合
わ
せ

抽
選
会
を
行
っ
た
。
同
日
付

伯
字
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

大
会
に
は
開
催
国
の
伯
国

を
含
む
２
４
チ
ー
ム
が
参
加

す
る
。
４
カ
国
ず
つ
六
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
総

当
た
り
戦
を
行
っ
た
後
、
各

グ
ル
ー
プ
上
位
２
位
ま
で
の

１
２
チ
ー
ム
と
、
３
位
の
６

チ
ー
ム
中
、
成
績
上
位
４

チ
ー
ム
ま
で
の
合
計
１
６

チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
優
勝
チ
ー
ム
を
決
め
る
。

　

開
催
国
の
伯
国
は
グ
ル
ー

プ
Ａ
に
入
り
、カ
ナ
ダ（
１
０

月
２
６
日
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
（
２
９
日
）、
ア
ン

ゴ
ラ
（
１
１
月
１
日
）
の
順

に
戦
う
。

　

昨
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
行

わ
れ
た
ア
ジ
ア
地
区
予
選
で

優
勝
し
た
日
本
は
グ
ル
ー
プ

Ｄ
に
入
り
、オ
ラ
ン
ダ（
１
０

月
２
７
日
）、
米
国
（
３
０

日
）、
セ
ネ
ガ
ル
（
１
１
月

２
日
）
の
順
に
戦
う
。

　

今
大
会
は
、
本
来
ペ
ル
ー

で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
同
国
が
開
催
条
件
を

満
た
す
こ
と
が
出
来
ず
に
開

催
権
を
返
上
。
伯
国
が
代
替

開
催
国
に
選
ば
れ
た
。

　

た
だ
し
、
急
な
開
催
決
定

で
、
伯
国
内
の
主
要
都
市
、

主
要
競
技
場
を
使
用
す
る
こ

と
が
出
来
ず
、
開
催
都
市
は

連
邦
直
轄
区
の
ガ
マ
、
ゴ
イ

ア
ス
州
の
ゴ
イ
ア
ニ
ア
、
エ

ス
ピ
リ
ト
・
サ
ン
ト
州
の
カ

リ
ア
シ
カ
の
３
市
、
会
場
も

ガ
マ
と
カ
リ
ア
シ
カ
は
１
会

場
ず
つ
、
ゴ
イ
ア
ニ
ア
は
２

会
場
と
合
計
４
会
場
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
大
会
と
な
っ
た
。

　

大
会
は
１
０
月
２
６
日
、

ガ
マ
の
ベ
ゼ
ロ
ン
競
技
場
で

の
伯
国
対
カ
ナ
ダ
戦
で
幕
を

開
け
、
決
勝
は
１
１
月
１
７

日
、
同
じ
ベ
ゼ
ロ
ン
競
技
場

で
行
わ
れ
る
。

下院が賛成３７９票で承認
　

定
数
５
１
３
人
の
下
院

で
の
承
認
に
は
３
０
８
票

の
賛
成
が
必
要
だ
。
こ
の

「
３
０
８
」
と
い
う
数
字
を

作
る
た
め
に
、
前
テ
メ
ル
政

権
も
苦
心
し
、
結
局
挫
折

し
た
が
、
新
政
権
は
ロ
ド
リ

ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長
（
民

主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
の
活
躍
で
、

３
０
８
を
７
１
も
上
回
る

３
７
９
票
の
賛
成
を
獲
得
し

た
。

　

今
年
２
月
に
政
府
が

提
出
し
た
案
で
は
、
歳
出

麻
疹
患
者
が
１
カ
月
で
４
倍
に

新
た
に
５
市
で
予
防
接
種
開
始

高
等
教
育
よ
り
基
礎
教
育
重
視
の
姿
勢

社会保障
制度改革

リオ州パラチー

恒
例
の
国
際
文
学
祭
始
ま
る

（２）２０１９年 第５２８１号 ７月 １２日 （金曜日）

聖 州

組
み
合
わ
せ
抽
選
会
行
わ
れ
る

伯
国
対
カ
ナ
ダ
戦
で
幕
開
け

Ｕ１７Ｗ杯



マ
ル
コ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ジ
ュ
ニ
オ
ル
の
４
人
だ
。

　

７
日
現
在
の
メ
ダ
ル
獲
得

数
１
位
は
２
０
２
０
年
五
輪

開
催
国
で
あ
る
日
本
（
金

１
９
、銀
１
１
、銅
１
０
）で
、

金
１
４
、
銀
５
の
中
国
が
２

位
、
金
１
１
、
銀
５
、
銅
７

の
米
国
が
３
位
に
つ
け
て
い

る
。

　

伯
国
は
メ
ダ
ル
獲
得
数
で

は
２
４
位
だ
が
、そ
れ
で
も
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
が
宇
宙
服
姿
の
写
真

ＮＡＳＡの宇宙服を着て上機嫌のボウソナロ大統領（Carolina Antunes/PR）

【サッカー】

【全国選手権】

7/13（土）
・サンパウロＦＣ対
パルメイラス（モル
ンビ競技場）

・バイーア対サント
スＦＣ（ピトゥア
スー競技場）

7/14（日）
・コリンチャンス対
ＣＳＡ（アレーナ・
コリンチャンス）

【ブラジル杯】

準々決勝第２戦

7/17（水）
・インテルナシオナ
ル対パルメイラス
（ベイラ・リオ競技
場）

【今週公開の映画】

・ E s t o u  m e 
g u a r d a n d o p a r a 
Quando Carnaval 
Chegar 
ジーンズ生産で有名
なペルナンブッコ州
内陸の町トリタマの
労働者の姿を描いた
ドキュメンタリー

（３） ２０１９年第５２８１号 	 ７月	１２日	（金曜日）

米
国
独
立
記
念
日
の
パ
ー
ティ
ー
で

チ
リ
訪
問
中
の
伯
人
女
性
死
亡

ホ
テ
ル
の
自
室
で
遺
体
で
発
見

【7/12 ～ 7/18 のコン
サート】

7/13（土）
・Dia mundial do 
Rock Radio 89

（ シ テ ィ・ バ ン
ク・ホール Av. das 
N a c o e s U n i d a s , 
1 7 9 5 5  -  V i l a 
Almeida）
ロックミュージック
に特化したＦＭラジ
オ局主催のコンサー
ト

【展覧会】

・タルシラ・ポプラー
ル（サンパウロ美術
館　Av. Paulista, 
1578 - Bela Vista）
　伯国が生んだ伝説
の女性画家、タルシ
ラ・ ド・ ア マ ラ ル

（1886 ～ 1973）の展
覧会。7月31日まで。

・ ビ ョ ー ク・ デ ジ
タル（サンパウロ
映 像 博 物 館　Av. 
E u r o p a , 158 - 
Jardim Europa）
　アイスランドが生
んだ世界的鬼才歌
姫、ビョークのアー
ト展示会。8 月 18 日
まで。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
３
日
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
米
国
大
使
館
で
１
日
前
倒
し

で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
独
立
記
念
日
の
祝
賀
会
に
出
席
し
た
。

ポ
ヴ
ォ
・
サ
イ
ト
、
同
Ｇ
１

跳馬で銅メダルを獲得したルイス・ポルト（Raul 
Vasconcelos/ rededoesporte.gov.br）

サ
イ
ト
な
ど
よ
り
、
４
日
掲

　

２
４
３
回
目
の
独
立
記
念

日
を
祝
う
会
場
で
撮
影
し
た

写
真
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
報

じ
ら
れ
た
。
最
も
目
立
つ
の

は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
宇
宙
服
を

着
込
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

見
え
る
写
真
だ
。
等
身
大
の

写
真
の
後
ろ
か
ら
嬉
し
そ
う

な
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
大
統
領

は
、
前
歴
が
宇
宙
飛
行
士
で

も
あ
っ
た
マ
ル
コ
ス
・
ポ
ン

テ
ス
科
学
技
術
相
と
共
に
、

３
個
（
い
ず
れ
も
銅
）
と
水

泳
男
子
の
４
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
の
銀
に
続
く
５
個
目

だ
。

　

柔
道
の
メ
ダ
リ
ス
ト
は
、

グ
ス
タ
ー
ヴ
ォ
・
ア
シ
ス
と

シ
ビ
ラ
・
マ
リ
ア
ナ
、
ウ
イ

リ
ア
ン
・
リ
マ
の
３
人
、
水

泳
の
リ
レ
ー
泳
者
は
、
ル
イ

ス
・
グ
ス
タ
ヴ
ォ
・
ボ
ル
ジ
ェ

ス
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
オ
ガ
ワ
、

フ
ェ
リ
ッ
ペ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
、

　

ナ
ポ
リ
で
開
催
さ
れ
て
い

る
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
で
７

日
、伯
人
の
ル
イ
ス
・
ギ
リ
ェ

ル
メ
・
ポ
ル
ト
が
体
操
の
跳

馬
で
、
伯
国
に
と
っ
て
は
５

個
目
と
な
る
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。

　

ル
イ
ス
の
得
点
は
２
位
の

選
手
と
同
じ
だ
っ
た
が
、
銅

メ
ダ
ル
に
甘
ん
じ
た
。

　

伯
国
が
今
回
の
大
会
で
獲

得
し
た
メ
ダ
ル
は
、
柔
道
の

南
米
か
ら
の
参
加
国
の
中
で

は
最
も
良
い
成
績
だ
。（
８

日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ

ジ
ル
よ
り
、
９
日
掲
載
）

※
な
お
、
伯
国
選
手
団
は
７

月
１
０
日
ま
で
の
段
階
で
金

メ
ダ
ル
２
個
、
銀
メ
ダ
ル
２

個
、
銅
メ
ダ
ル
８
個
の
合
計

１
２
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

て
い
る
。

予
定
で
、
４
日
夜
、
家
族
や

恋
人
と
連
絡
を
取
っ
た
の
を

最
後
に
音
信
が
途
絶
え
た
。

　

家
族
や
恋
人
は
５
日
に
電

話
を
か
け
た
が
、
電
話
に
は

出
な
い
し
、
５
日
朝
、
送
信

し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
返
信

が
な
い
の
を
不
審
に
思
い
、

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
に
連
絡
を

入
れ
た
が
、
ホ
テ
ル
側
が
部

屋
を
確
認
し
た
時
は
も
う
、

伯
国
が
５
個
目
の
メ
ダ
ル

体
操
跳
馬
の
ル
イ
ス
・
ポ
ル
ト

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

２０１４年Ｗ杯のために作られたスタジアムの一部は持て余し気味
（参考画像・Vladimir Platonow/Agência Brasil)

調
査
１
７
市
中
１
０
市
で
価
格
減

セ
ス
タ
バ
ジ
カ
平
均
価
格
発
表

載
）

10
月
か
ら
Ｂ
Ａ
―
リ
オ
便
運
行

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
格
安
航
空
参
入

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
さ
れ
た
ジ
オ
ヴ
ァ
ナ
さ
ん
の
写
真

（
７
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
の
記
事
の
一
部
）

の
フ
ァ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

　

だ
が
、
そ
の
一
方
、
現
在

伯
国
は
社
会
保
障
制
度
改
革

の
真
っ
最
中
な
の
に
、
そ
の

件
に
は
あ
ま
り
積
極
的
に
関

与
し
て
こ
ず
、
別
の
行
動
ば

か
り
を
行
う
と
し
て
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
し
ば
し
、

批
判
の
対
象
に
も
な
っ
て
い

る
。（
３
日
付
ガ
ゼ
ッ
タ
・
ド
・

総
会
で
発
表
さ
れ
る
。

　

２
０
１
４
年
に
は
Ｗ
杯
、

今
年
も
南
米
選
手
権
を
開
催

し
た
伯
国
は
、
今
年
１
０
月

に
Ｕ
１
７
世
界
選
手
権
を
開

催
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い

る
。

　

伯
国
は
さ
ら
に
、
２
０
２ 

３
年
の
女
子
Ｗ
杯
の
開
催
も

希
望
し
て
い
る
。

（
５
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、６
日
掲
載
）

親
指
を
立
て
て
ア
メ
リ
カ
独

立
を
祝
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
か

ね
て
か
ら
の
親
米
派
で
、
と

り
わ
け
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

　

チ
リ
の
首
都
サ
ン
チ
ア
ゴ

の
ホ
テ
ル
で
、
聖
州
内
陸
部

の
ソ
ロ
カ
バ
在
住
で
、
同
国

を
旅
行
中
だ
っ
た
ジ
オ
ヴ
ァ

ナ
・
エ
リ
ア
ス
・
バ
ル
デ
ィ

さ
ん
（
３
５
）
が
遺
体
で
発

見
さ
れ
た
と
７
、８
日
付
ブ

ラ
ジ
ル
国
内
紙
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

輸
送
関
連
の
書
類
の
翻
訳

な
ど
を
し
て
い
た
ジ
オ
ヴ
ァ

ナ
さ
ん
は
、
今
回
初
め
て
、

単
身
で
外
国
旅
行
を
し
て
い

た
。
チ
リ
滞
在
は
４
日
間
の

　

価
格
低
下
が
最
も
大
き

か
っ
た
の
は
ブ
ラ
ジ
リ
ア

（
６
・
６
５
％
）
で
、
ア
ラ
カ

ジ
ュ（
６
・１
４
％
）、レ
シ
ー

フ
ェ
（
５
・
１
８
％
）
が
続

い
た
。

　

ま
た
、
価
格
の
上
昇
幅

が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は

フ
ロ
リ
ア
ノ
ポ
リ
ス
（
１
・

４
４
％
）
で
、
リ
オ
（
１
・

１
６
％
）、
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ

と
続
い
た
。

　

逆
に
最
も
安
か
っ
た
の
は

ア
ラ
カ
ジ
ュ（
３
８
３
・０
９

レ
ア
ル
）
で
、
次
は
サ
ル
バ

ド
ー
ル
（
３
８
４
・
７
６
レ

ア
ル
）
だ
っ
た
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
は
、
セ
ス

タ
・
バ
ジ
カ
が
最
も
高
か
っ

た
市
の
数
値
を
基
に
、
１
人

の
労
働
者
が
配
偶
者
、
子
供

２
人
を
養
っ
て
い
く
の
に
必

要
な
最
低
限
の
収
入
を
算
出

し
て
い
る
。

　

６
月
の
場
合
は
聖
市
の
数

値
が
基
準
で
、
一
家
４
人
の

食
費
、
住
居
費
、
医
療
費
、

教
育
費
、
衣
類
、
清
掃
・
衛

生
費
、
交
通
費
、
余
暇
、
社

会
保
障
費
な
ど
を
全
て
賄
う

の
に
最
低
限
必
要
な
額
は
、

４
２
１
４
・
６
２
レ
ア
ル
と

試
算
さ
れ
た
。
こ
の
額
は
法

定
最
低
賃
金
９
９
８
レ
ア

ル
の
４
・
２
２
倍
に
あ
た
る
。

（
４
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
、
同
Ｇ
１
サ
イ
ト

よ
り
、
６
日
掲
載
）

ジ
オ
ヴ
ァ
ナ
さ
ん
は
息
絶
え

て
い
た
と
い
う
。

　

恋
人
の
レ
ア
ン
ド
ロ
・
ボ

ネ
ロ
さ
ん
に
よ
る
と
、
ジ
オ

ヴ
ァ
ナ
さ
ん
と
レ
ア
ン
ド
ロ

さ
ん
は
今
年
５
月
に
、
フ
ォ

ス
・
ド
・
イ
グ
ア
ス
を
訪
問

し
た
ば
か
り
だ
が
、
今
回
は

４
日
間
の
予
定
で
チ
リ
を
単

身
で
訪
問
し
て
い
た
。
ジ
オ

ヴ
ァ
ナ
さ
ん
は
そ
の
後
も
、

ペ
ル
ー
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
を

訪
問
し
た
い
と
語
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

レ
ア
ン
ド
ロ
さ
ん
か
ら
連

絡
を
受
け
た
伯
国
外
務
省

は
、
サ
ン
チ
ア
ゴ
の
総
領
事

館
に
通
達
。
遺
体
を
伯
国
に

送
る
た
め
の
手
続
き
は
既
に

始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

レ
ア
ン
ド
ロ
さ
ん
に
よ
る

21
年
の
Ｕ
20
Ｗ
杯
招
致
に
意
欲

今
年
10
月
に
は
Ｕ
17
Ｗ
杯
開
催

海
で
行
わ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の

スーパーで食料品や生活必需品を買う人 （々参考画像・Tania Rego/Ag. Brasil）

２
３
、２
４
日
に
中
国
の
上

便
の
運
航
を
開
始
す
る
た
め

の
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
こ

れ
を
経
て
初
め
て
、
路
線
の

登
録
と
航
空
券
の
販
売
が
可

能
に
な
る
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
と
、
フ

ラ
イ
ボ
ン
デ
ィ
は
、
チ
リ
の

ス
カ
イ
・
エ
ア
ラ
イ
ン
、
欧

州
の
ノ
ル
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
ン
航

空
に
次
ぐ
、
伯
国
内
で
営
業

す
る
３
番
目
の
ロ
ー
コ
ス
ト

航
空
会
社
と
な
る
。

（
５
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、６
日
掲
載
）

―
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

便
は
、
週
３
便
の
ペ
ー
ス
で

営
業
を
開
始
す
る
。

　

フ
ラ
イ
ボ
ン
デ
ィ
へ
の
営

業
許
可
は
、
今
週
初
め
に
開

か
れ
た
、
第
１
１
回
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｃ
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
承
認
は

外
国
企
業
が
伯
国
内
で
定
期

　

伯
国
が
再
来
年
２
０
２
１

年
の
Ｕ
２
０
Ｗ
杯
の
招
致
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

２
年
お
き
に
開
催
さ
れ
、

今
年
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
開
催

だ
っ
た
同
大
会
の
２
年
後
の

開
催
を
巡
っ
て
は
、
伯
国
の

他
に
、
ペ
ル
ー
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
／
タ
イ

の
２
カ
国
共
催
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
／
バ
ー
レ
ー
ン
／
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

の
３
カ
国
共
催
と
、
四
つ
の

ラ
イ
バ
ル
が
い
る
。

　

開
催
を
希
望
す
る
国
は
８

月
３
０
日
ま
で
に
開
催
計
画

書
を
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟

に
提
出
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
開
催
国
は
１
０
月

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
格
安

（
ロ
ー
コ
ス
ト
）
航
空
会
社

フ
ラ
イ
ボ
ン
デ
ィ
が
１
０
月

か
ら
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

（
Ｂ
Ａ
）
―
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
便
を
就
航
す
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
民
間
航
空
監

督
庁
（
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
に
よ
る

と
、
同
社
が
運
航
す
る
Ｂ
Ａ

　

労
組
間
社
会
経
済
調
査
・

統
計
所
（
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
）

は
４
日
、
国
内
の
主
な
州
都

１
７
市
で
の
、
生
活
必
需
品

セ
ッ
ト
（
セ
ス
タ
・
バ
ジ
カ
）

の
平
均
価
格
を
発
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、６
月
は
、

調
査
対
象
の
１
７
市
中
１
０

市
で
、
セ
ス
タ
・
バ
ジ
カ
の

平
均
価
格
が
下
降
し
た
が
、

７
市
で
は
上
昇
し
た
。

と
、
死
因
は
不
明
で
、
遺
体

が
送
り
返
さ
れ
る
時
期
も
わ

か
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

（
７
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ
り
、

９
日
掲
載
）

ン
テ
（
１
・
０
５
％
）、
カ

ン
ポ
・
グ
ラ
ン
デ
（
１
・

０
３
％
）
と
続
い
た
。

　

他
方
、
今
年
１
月
か
ら
６

月
ま
で
の
累
積
で
見
た
場
合

は
、
調
査
対
象
全
て
の
市
で

セ
ス
タ
・
バ
ジ
カ
の
平
均
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
。

　

上
昇
率
が
一
番
高
か
っ

た
の
は
ヴ
ィ
ト
ー
リ
ア
の

２
０
・
２
０
％
で
、
上
昇
率

が
最
も
低
か
っ
た
の
は
カ

ン
ポ
・
グ
ラ
ン
デ
の
１
・

２
９
％
だ
っ
た
。

　

ヴ
ィ
ト
ー
リ
ア
は
直
近

１
２
カ
月
間
の
累
積
で
も

１
７
・
３
１
％
を
記
録
し
、

上
昇
率
が
最
も
高
か
っ
た
。

１
２
カ
月
間
の
累
積
上
昇
率

が
最
も
低
か
っ
た
の
は
、
ベ

レ
ン
の
６
・８
２
％
だ
っ
た
。

　

セ
ス
タ
・
バ
ジ
カ
が
最

も
高
か
っ
た
の
は
聖
市

（
５
０
１
・６
８
レ
ア
ル
）で
、

リ
オ
市
（
４
９
８
・
６
７
レ

ア
ル
）、
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ

レ
（
４
９
８
・
４
１
レ
ア
ル
）

フ
ラ
イ
ボ
ン
デ
ィ
社
の
航
空
機

（Divulgação Flybondi

）
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（５） ２０１９年第５２８１号  ７月 １２日 （金曜日）

EXPOSIÇÃO

DŌ – A CAMINHO DA 
SERENIDADE
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 
52, Térreo,  Bela Vista)
De 29/06 a 04/08/2019
Horário: 3ª a Sábado das 
10h às 20h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3090-
8900 www.japanhouse.jp/
saopaulo
Apresentações sobre a arte 
da Ikebana
Quartas-feiras – 03, 10, 
17, 24 e 31/07/2019
Quintas-feiras – 
04,11,18,25/07/2019 e 
01/08/2019
Sextas-feiras – 05, 12, 19, 
26/07/2019 e 02/08/2019
Sempre em duas sessões, 
às 16h e 18h
Participação Gratuita
Demonstrações de Ikeba-
na: Montagem de arranjos
Dias 09, 16, 23 e 
30/07/2019, às 11h
Participação Gratuita
Workshop: Ikebana para 
Crianças
Dias 20 e 31/07/2019 com 
sessões às 14h e às 16h30
Duração: 1h
Participação Gratuita
Professora: Kazue Takada
Ingressos distribuídos uma 
hora antes do evento na re-
cepção (20 vagas por ses-
são).

JULIO GONZÁLEZ – 
ESPAÇO E MATÉRIA
Curadoria: Elena Llorens
Coleção: Museu Nacional 
d´Art de Catalunya
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 05/06 a 04/08/2019
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-
1900 ou www.institutoto-
mieohtake.org.br 

E PARA QUE POE-
TAS EM TEMPO DE 
POBREZA? CINEPO-
EMAS DE CARLOS 
ADRIANO
Curadoria: Priscyla Go-
mes.
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 18/06 a 28/07/2019 
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-
1900 ou www.institutoto-
mieohtake.org.br 

JAPÃO 47 ARTESÃOS
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 
52, 2ºandar, Bela Vista)
De 22/04 a 17/07/2019
Horário: 3ª a Sábado das 
10h às 20h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3090-
8900 www.japanhouse.jp/
saopaulo

TOMIE OHTAKE BRA-
SA RUBOR
Curadoria: Paulo Miyada

Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
Inicio 07/03/2019 
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Informações: 11/2245-
1900 ou www.institutoto-
mieohtake.org.br 

PAVILHÃO JAPONÊS 
– PARQUE DO IBIRA-
PUERA 
Onde: Pavilhão Japonês 
(Parque do Ibirapuera – 
portão 10 - próx. ao Pla-
netário e ao Museu Afro 
Brasil) 
Visitação: quarta-feira, sá-
bado, domingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e 
das 13h às 17h 

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/
SP 
Onde: Casarão do Chá 
(Estrada Do Chá cx 05, 
acesso pela Estrada do Na-
gao, km 3, Cocuera, Mogi 
das Cruzes/SP) 
Visitação: Todos os do-
mingos das 9h às 17h 
Durante a semana visitas 
monitoradas: Escolas – 
visitação gratuita; Grupos 
Turisticos – R$100,00 até 
30 pessoas. Agendamen-
tos 11/4792-2164 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-
2164 e www.casaraodo-
cha.org.br 

EVENTO 

KARAOKE-DANCE 
DO NIKKEY CULTU-
RAL
Onde: NIKKEY CULTU-
RAL II (Rua BARAO DE 
IGUAPE 135 2 ANDAR)
TODAS AS QUINTAS E 
SÁBADOS
Horário: 8h às 16h (Serve 
Almoço)
Informações:  11/99857-
3845 com Iritsu
De TERÇAS E SÁBA-
DOS
Aulas de Tango com o Prof 
Hudson Falasca (Curso de 
Férias)
Informações: 11/94851-
3627

SHOW ANISON LAB 
LIVE – VOL.2 INVA-
SION ZONE
Onde: The House (Rua 
Rodolfo Miranda 110, 
Bom Retiro, ao lado do 
metrô Armênia, São Pau-
lo/SP)
Dia 12/07/2019
Horário: 20h
Informações: www.
f a c e b o o k . c o m /
events/338047316906034 
Ingressos: pixelticket.
com.br/eventos/3535/ani-
son-lab-vol-2-the-house
1º lote: R$30,00; 2º lote: 
R$45,00; e Camarote: 
R$60,00 (área VIP + in-
gresso no Meet&Greet + 
20% de desconto na cami-
seta Anison Lab.) 

ANIME FRIENDS 2019
Onde: Espaço Anhembi – 
Pavilhão Norte/Sul (Ave-
nida Olavo Fontoura 1209, 
Santana)

De 12 a 14/07/2019
Ingresso: R$90,00 Meia 
Entrada
Informações: anime-
friends.com.br/sao-paulo 

BAILE ÉRIKA KAWA-
HASHI
Música ao vivo com Érika 
Kawahashi e o Vocalista 
Issamu. Personal Dancers 
da Academia “Dançando 
na Lua”.
Onde: Associação Miya-
gui (Rua Fagundes 152, 
Metro São Joaquim)
Dia 13/07/2019
Horário: 17h30 às 22h 
(das 17h30 às 18h – kara-
okê por meia hora)
Informações: 11/2578-
3829 e 11/99827-9925 e 
erika.kawahashi@yahoo.
com.br 

TANABATA MATSURI 
PARÁ 2019
Onde: Associação Pan 
Amazônia Nipo Brasilei-
ra (Trav 14 de Abril 1128, 
São Brás, Belém/PA)
Dia 13/07/2019
Horário: a partir das 17h
Informações: 91/3229-
4435

41º TANABATA MAT-
SURI – FESTIVAL DAS 
ESTRELAS – PRAÇA 
DA LIBERDADE
Onde: Praça da Liberdade 
(Metrô Liberdade)
Dias 13 e 14/07/2019
Horário: 10h
Ingresso: Entrada Gratuita 

23º FESTIVAL DAS CE-
REJEIRAS BUNKYOS 
– SAKURA MATSURI – 
SÃO ROQUE/SP
Onde: Centro Esportivo 
Kokushikan Daigaku (Es-
trada do Carmo 801, Bair-
ro do Carmo, São Roque/
SP)
Dias 13 e 14/07/2019
Horário: 10h às 17h (sába-
dos e domingos)
Ingresso: Entrada Gratuita 
(contribuição por veículo 
R$ 30,00 – concorra ao 
sorteio de uma TV)
I n f o r m a -
ções:11/3208-1755  e mat-
suri@bunkyo.org.br 

34ª FESTA DA CERE-
JEIRA DE SUZANO/SP
Onde: Bunkyo de Suzano 
(R Armando Sales de Oli-
veira 444, Suzano/SP)
Dias 13 e 14/07/2019
Horário: 10h
Ingresso: Entrada Gratuita 

36ª FESTA DO MO-
RANGO DE ATIBAIA & 
JARINU/SP
Onde: Parque do Morango 
“ Duílio Maziero” - Cam-
po dos Aleixos (Acesso 
pela Rodovia Edgard Má-
ximo Zambotto, Km 77, 
Saída 87 da Rodovia Dom 
Pedro I)
Dias 13 e 14/07/2019
Horário: Sabados das 10h 
às 23h e Domingos das 
10h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/4417-
1097

XV FESTA TANABATA 

MATSURI SANTO AN-
DRÉ/SP
Onde: Bunka Santo An-
dré (Rua Santo André 661, 
Vila Assunção, Santo An-
dré/SP)
Dias 13 e 14/07/2019
Horário: 10h
Ingresso: Entrada Gratuita 

3º FESTIVAL DO QUEI-
JO CANASTRA DE 
SÃO PAULO
1º FESTIVAL DE GOIA-
BADA DE SÃO PAULO
FESTIVAL DE SOPAS 
E CREMES
Onde: Assoc Hokkaido de 
Cult e Assistencia (Rua 
Joaquim Tavora 605, Vila 
Mariana)
Dias 13 e 14/07/2019
Horário: 12h
Ingresso: Entrada Gratuita 

RITO DE OBON
Onde: Templo Nambei 
Honganji Brasil Betsuin 
(Av do Cursino 753, Jd da 
Saude)
Dias 13 e 14/07/2019
Horário: dia 13 às 14h e 
dia 14 das 9h às 17h Ba-
zar Benefi cente (apenas no 
domingo)
Ingresso: Entrada Gratuita 

FEIJOADA BENEFI-
CENTE À VONTADE – 
S C DO SUL/SP
Onde: Bunka SCS (Rua 
Luis Louzã 170, Bairro 
Olimpico, São Caetano do 
Sul/SP)
Dia 14/07/2019
Horário: 12h às 16h
Convite: R$45,00 No dia 
e R$35,00 Antecipado 
(crianças de 06 a 12 anos 
R$20,00)
I n f o r m a -
ções:11/4228-2638  

KARAOKÊ-DANCE NI-
KKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade 
cujo objetivo é de pro-
porcionar um ambiente 
familiar onde os freqüen-
tadores cantam suas mú-
sicas preferidas e dançam 
ritmos como o chá chá chá 
, rumba, forro , samba e 
country. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do Bra-
sil (Av Dr Antonio Maria 
Laert 275, 100m do Metro 
Tucuruvi) 
Dia 14/07/2019 
Horário: 8h às 18h e das 
18h às 22h Bailes com 
música ao vivo.
Informações: 11/99857-
3845 com Iritsu 

AOBA MATSURI 
Feira de verduras frescas e 
comidas caseiras. 
Onde: Miyagui Kenjin Kai 
(Rua Fagundes 152, Liber-
dade) 
Dia 20/07/2019 
Horário: 9h às 18h 
Informações: 11/3209-
3265

CURSO 

CURSO DE CERÂMI-
CA
Com: MAKOTO FUKU-
ZAWA (Ceramista e 
Presidente da CCBrás)

Onde: Rua Fidalga 
960, Vila Madalena
Dias: Segunda: 14h às 
17h; Terça: 18h30 às 
21h30; e Sábado: 9h 
às 16h
Informações: mako-
toformaefogo@gmail.
com 

CURSOS DA NI-
KKEY CULTURAL 
Onde: Rua Tomas 
Gonzaga 95, 4andar, 
Liberdade 
Cursos: Karaokê, 
Idiomas (japones, in-
glês e espanhol), te-
clado, informatica 
para a 3ª idade e dança 
de salão. E agora Cur-
so de Tênis de Mesa.
I n f o r m a ç õ e s : 
11/99857-3845 Iritsu 

PALESTRA

PALESTRA GRA-

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

E-mail:cris_kisihara@hotmail.com
TEL: 11/3340-6060

TUITAS DO CIATE
JULHO/2019
16/07 – Terça-feira– 14h às 16h – “In-
vestimento – Qual é o Ideal Para Mim?” 
– Palestrante: Rodrigo A. Yoshitome – 
Consultor de Investimentos 
18/07 – Quinta-feira – 14h às 16h – 
“Acordo Previdenciário Brasil – Japão” 
– O que é importante saber para quem 
trabalha no Brasil e no Japão – Palestran-
te: Shinji Nakaoka – Diretor Executivo da 
Daiwa Service 
Onde: Ciate (Rua São Joaquim 381, 1an-
dar, sala 12)
Inscrições e Informações: 11/3207-9014

OFICINA / ONIGUIRI COM TELMA 
SHIRAISHI
Onde: Japan House São Paulo (Avenida 
Paulista 52, 2ºandar, Bela Vista)
Dia 11/07/2019
Horário: 14h, 16h e 18h
Ingresso: Entrada Gratuita (retirada de se-
nhas 01 hora antes na recepção)
Classifi cação: 5 anos
Informações: 11/3090-8900 www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

JP47 / AICHI: DO SHOGUNATO À 
MODERNIDADE DO TREM POR 
LEVITAÇÃO
Onde: Japan House São Paulo (Avenida 
Paulista 52, 2ºandar, Bela Vista)
Dia 12/07/2019
Horário: 9h30 às 11h30
Ingresso: Entrada Gratuita (retirada de se-
nhas 01 hora antes na recepção)
Classifi cação: Livre
Informações: 11/3090-8900 www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

OFICINA DE IKEBANA COM FLO-
RES DE PAPEL
Onde: Japan House São Paulo (Avenida 
Paulista 52, 2ºandar, Bela Vista)
Dia 12,13,19 E 27/07/2019
Horário: 11h, 14h30 e 18h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Classifi cação: 5 anos
Informações: 11/3090-8900 www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

EXCURSÃO

HOTEL THERMAS DE TAIYO – NI-
KKEY CULTURAL
Saída: 12/08/2019 às 20h da Rua da Gló-
ria 503, Liberdade
Retorno: 15/08/2019 após o jantar.
Preço Promocional.
Reservas: 11/3751-9910 Emília ou 
11/99857-3845 Iritsu (WhatsApp)

週
末
お
で
か
け
情
報





て
お
り
、
時じ

間か
ん

制せ
い

約や
く

が
厳き

び

し

い
中な

か

で
「
新し

ん

聞ぶ
ん

は
ペ
ル
ー
新し

ん

報ぽ
う

の
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

し
か
読よ

ん
で

い
な
い
」
と
い
う
読ど

く

者し
ゃ

の
た
め

に
、
日に

本ほ
ん

語ご

記き

事じ

の
作さ

く

成せ
い

を

続つ
づ

け
て
い
る
。
邦ほ

う

字じ

新し
ん

聞ぶ
ん

と

し
て
他た

人に
ん

事ご
と

と
は
思お

も

え
な
い

だ
け
に
、
今こ

ん

回か
い

の
よ
う
に
協

き
ょ
う

力り
ょ
く
し
合あ

え
る
の
は
本ほ

ん

当と
う

に
あ

り
が
た
い
。
ペ
ル
ー
新し

ん

報ぽ
う

に

心こ
こ
ろか
ら
感か

ん

謝し
ゃ

。

　
　
　
　
　

◎

　
【
ペ
ル
ー
新し

ん

報ぽ
う

１
１
日に

ち

付づ
け

よ
り
要よ

う

約や
く

抜ば
っ

粋す
い

】
ペ
ル
ー
が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
こ
と
を
祝い

わ

う
た
め
、
日に

本ほ
ん

の
皇こ

う

室し
つ

か
ら
眞ま

子こ

さ
ま
が
９
日か

に
首し

ゅ

都と

リ
マ
市し

へ
ご
到と

う

着ち
ゃ
くさ
れ
た
。
翌よ

く

１
０
日か

の
午ご

後ご

に
は
、
日に

っ

秘ぴ

劇げ
き

場じ
ょ
うで
開か

い

催さ
い

さ
れ
た

日に

本ほ
ん

人じ
ん

ペ
ル
ー
移い

住じ
ゅ
う１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
ご
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
た
。
現げ

ん

存そ
ん

す
る
ペ
ル
ー
唯ゆ

い

一い
つの
邦ほ

う

字じ

新し
ん

聞ぶ
ん

『
ペ
ル
ー
新し

ん

報ぽ
う

』

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
得え

て
、
同ど

う

１
１
日に

ち

付づ
け

か
ら
要よ

う

約や
く

抜ば
っ

粋す
い

し
た
。

　

６
月が

つ

末ま
つ

頃ご
ろ

、
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

前ま
え

の
歩ほ

道ど
う

（
グ
ロ
リ
ア

街が
い

３
３
２
番ば

ん

）
に
Ｒ
Ｎ
Ｅ
の

落お
と

し
物も

の

が
あ
っ
た
。「
Ｄ
Ｏ

Ｉ　

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
」
と
表

ひ
ょ
う

記き

が
あ
る
Ｒ
Ｎ
Ｅ
オ
リ
ジ
ナ

ル
。
そ
の
方か

た

を
ご
存ぞ

ん

知じ

の
人ひ

と

は
、
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

営え
い

業ぎ
ょ
う

部ぶ

（
地ち

階か
い

）
で
保ほ

管か
ん

し
て
い
る
の

で
、本ほ

ん

人に
ん

へ
知し

ら
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
１
日に

ち

付づ
け

の
エ
ス
タ
ー
ド

我わ
れ

々わ
れ

の
両

り
ょ
う

親し
ん

や
祖そ

父ふ

母ぼ

と
対た

い

話わ

し
て
い
る
よ
う
で
、
感か

ん

動ど
う

的て
き

な
も
の
だ
っ
た
」と
語か

た
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

ペ
ル
ー
移い

住
じ
ゅ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に

出し
ゅ
っ

席せ
き

さ
れ
た
眞ま

子こ

さ
ま

は
、「
１
８
９
９
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

７
９
０
名め

い

が
佐さ

倉く
ら

丸ま
る

で

ペ
ル
ー
に
到と

う

着ち
ゃ
くし
て
か
ら
、

１
２
０
年ね

ん

が
経た

ち
、
ペ
ル
ー

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と

い
う
記き

念ね
ん

す
べ
き
年と

し

を
迎む

か

え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
お
慶

よ
ろ
こ

び
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
」
と
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

ま
た
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ペ
ル
ー
移い

住じ
ゅ
う１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

碑ひ

へ
の

献け
ん

花か

、
ラ
・
ウ
ニ
オ
ン
運う

ん

動ど
う

場じ
ょ
う

協き
ょ
う

会か
い

及お
よ

び
ラ
・
ウ
ニ
オ

ン
校こ

う

へ
の
ご
訪ほ

う

問も
ん

に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
、

文ぶ
ん

化か

的て
き

、
社し

ゃ

会か
い

的て
き

活か
つ

動ど
う

の
継け

い

続ぞ
く

を
賛さ

ん

美び

し
た
。

　

さ
ら
に
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
懸か

け
橋は

し

で
あ
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
敬け

い

意い

を
表

ひ
ょ
う

し
、「
日に

っ

系け
い

の
皆み

な

さ
ま
に
よ
っ

て
築き

ず

か
れ
て
き
た
歴れ

き

史し

が
、

未み

来ら
い

を
担に

な

う
世せ

代だ
い

に
も
大た

い

切せ
つ

に
引ひ

き
継つ

が
れ
て
い
き
ま
す

こ
と
を
願ね

が
っ
て
お
り
ま
す
。
ム

チ
ャ
ス
・
グ
ラ
シ
ア
ス
」
と
締し

め
く
く
っ
た
。

　
フ
ク
モ
ト
会か

い

長ち
ょ
うは「
１
２
０

年ね
ん

を
迎む

か

え
て
も
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
子し

孫そ
ん

で
あ
る
こ
と
に

誇ほ
こ

り
を
感か

ん

じ
続つ

づ

け
て
い
る
。

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

ご
訪ほ

う

問も
ん

の
機き

会か
い

　

１
９
２
９
年ね

ん

９
月が

つ

２
２
日に

ち

に
４
３
家か

族ぞ
く

１
８
９
人に

ん

の
第だ

い

一い
っ

回か
い

移い

民み
ん

が
到と

う

着ち
ゃ
くし
、
今こ

年と
し

で
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た

ト
メ
ア
ス
ー
移い

住じ
ゅ
う

地ち

。
同ど

う

地ち

で
は
ト
メ
ア
ス
ー
ア
マ
ゾ
ン

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

委い

員い
ん

会か
い

（
柴し

ば

田た

一か
ず

宇ひ
ろ

シ
ル
ビ

オ
祭さ

い

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
が
９

月が
つ

１
２
、１
３
両

り
ょ
う

日じ
つ

に
、「
ト

メ
ア
ス
ー
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う９
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
を
開か

い

催さ
い

す

る
。

　

同ど
う

式し
き

典て
ん

の
案あ

ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し

た
、
ト
メ
ア
ス
ー
文ぶ

ん

化か

農の
う

業
ぎ
ょ
う

振し
ん

興こ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
、
柴し

ば

田た

一か
ず

宇ひ
ろ

シ
ル
ビ
オ
会か

い

長ち
ょ
う）
の

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

兼け
ん

渉し
ょ
う

外が
い

担た
ん

当と
う

、

林は
や
し

建け
ん

佑す
け

理り

事じ

は
「
９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

も
目め

白じ
ろ

押お

し
。

は
、
日に

本ほ
ん

、
そ
し
て
我わ

れ

々わ
れ

の

祖そ

先せ
ん

に
対た

い

す
る
思お

も

い
を
一い

っ

層そ
う

強つ
よ

め
る
。
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

に
敬け

い

意い

を

表ひ
ょ
うし
、
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

と
価か

値ち

観か
ん

を
次じ

世せ

代だ
い

に
受う

け
継つ

い
で

い
く
」
と
眞ま

子こ

さ
ま
の
ペ
ル

ー
ご
訪ほ

う

問も
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
る

と
と
も
に
、
ペ
ル
ー
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
し
て
の
今こ

ん

後ご

の
抱ほ

う

負ふ

を

語か
た
っ
た
。

準じ
ゅ
ん

備び

は
着

ち
ゃ
く

々ち
ゃ
くと
進す

す

ん
で
い
ま

す
よ
」
と
語か

た

る
。

　

１
２
日に

ち

に
は
、
午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

か
ら
ト
メ
ア
ス
ー
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

で
慰い

霊れ
い

祭さ
い

が
開か

い

始し

。
午ご

後ご

２

時じ

か
ら
は
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
パ
テ
ィ

オ
で
物ぶ

っ

産さ
ん

展て
ん

開か
い

会か
い

式し
き

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
午ご

後ご

７
時じ

か
ら
は

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
サ
ロ
ン
で
前ぜ

ん

夜や

祭さ
い

の
音お

ん

楽が
く

シ
ョ
ー
が
行お

こ
な

わ
れ
、

日
に

本
ほん

人
じん

ペルー移
い

住
じゅう

１００周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

碑
ひ

への献
けん

花
か

に臨
のぞ

まれる眞
ま

子
こ

さま（ペルー新
しん

報
ぽう

提
てい

供
きょう

）

　
【
ペ
ル
ー
新し

ん

報ぽ
う

１
１
日に

ち

付づ
け

よ

り
抜ば

っ

粋す
い

】
１
０
日か

午ご

前ぜ
ん

、
ペ

ル
ー
ご
訪ほ

う

問も
ん

中ち
ゅ
うの
眞ま

子こ

さ
ま

は
リ
マ
市し

ヘ
ス
ス
・
マ
リ
ア
区く

の
カ
ン
ポ
・
デ
・
マ
ル
テ
公こ

う

園え
ん

内な
い

に
あ
る
日に

っ

秘ぴ

友ゆ
う

好こ
う

の
橋は

し

を
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
。
ペ
ル
ー

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

の
ア
ベ
ル
・
フ

ク
モ
ト
会か

い

長ち
ょ
う、
ヘ
ス
ス
・
マ
リ

ア
区く

の
ホ
ル
ヘ
・
キ
ン
タ
ナ
区く

長ち
ょ
う、
ペ
ル
ー
日に

っ

系け
い

諸し
ょ

団だ
ん

体た
い

の

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

学が
っ

校こ
う

４
校こ

う

の
生せ

い

徒と

ら
が
眞ま

子こ

さ
ま
を
迎む

か

え
た
。

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

ペ
ル
ー
移い

住
じ
ゅ
う

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

碑ひ

へ
の
献け

ん

花か

は
、
生せ

い

徒と

た
ち
の
コ
ー
ラ

ス
に
よ
る
両

り
ょ
う

国こ
く

国こ
っ

歌か

の
斉せ

い

唱
し
ょ
う

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
。

　

続つ
づ

い
て
フ
ク
モ
ト
会か

い

長ち
ょ
う
が

記き

念ね
ん

碑ひ

に
つ
い
て
、
ペ
ル
ー
へ

最さ
い

初し
ょ

に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

が
到と

う

着ち
ゃ
く
し
た
こ
と
を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う
し
て
い

る
と
説せ

つ

明め
い

。
そ
の
後ご

、
眞ま

子こ

さ
ま
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ペ
ル
ー
移い

住
じ
ゅ
う

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

碑ひ

に
花は

な

を

捧さ
さ

げ
ら
れ
、
深ふ

か

々ぶ
か

と
お
辞じ

儀ぎ

を
さ
れ
た
。

　

続つ
づ

い
て
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

校こ
う

の
ラ
・

ウ
ニ
オ
ン
校こ

う

と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

ク
ラ

ブ
の
ラ
・
ウ
ニ
オ
ン
運う

ん

動ど
う

場
じ
ょ
う

１
５
分ふ

ん

に
集

し
ゅ
う

合ご
う

。
上

じ
ょ
う

映え
い

前ま
え

に

作さ
く

品ひ
ん

の
紹

し
ょ
う

介か
い

を
行お

こ
な

う
。
上

じ
ょ
う

映え
い

予よ

定て
い

は
以い

下か

の
通と

お

り
。

　

▼
１
３
日に

ち

＝
『
霧き

り

の
旗は

た

』

（
１
９
６
５
年ね

ん

、
山や

ま

田だ

洋よ
う

次じ

監か
ん

督と
く

）、『
野や

生せ
い

の
エ
ル
ザ
』

（
６
６
年ね

ん

、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ヒ
ル
監か

ん

督と
く

）

　

▼
２
７
日か

＝
『
風か

ぜ

の
中な

か

の

牝め
ん

鶏ど
り

』（
４
８
年ね

ん

、
小お

津づ

安や
す

二じ

郎ろ
う

監か
ん

督と
く

）、『
ル
パ
ン
』（
０
４

年ね
ん

、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ロ

メ
監か

ん

督と
く

）

　

両
り
ょ
う

会か
い

と
も
入

に
ゅ
う

会か
い

を
随ず

い

時じ

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う。
鑑か

ん

賞し
ょ
う

会か
い

に
関か

ん

す
る

問と

い
合あ

わ
せ
は
五い

が
ら
し
十
嵐
代だ

い

表
ひ
ょ
う

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
７
２
６
・ 

３
７
０
９
）
ま
た
は
同ど

う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・ 

３
２
０
９
・
５
９
３
５
）
ま

で
。

紙し

が
、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く
レ
ス
ト
ラ
ン

「
木き

の

下し
た

」
の
元も

と

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ

フ
、
有ゆ

う

名め
い

寿す

司し

職し
ょ
く

人に
ん

の
村む

ら

上か
み

剛つ
よ

史し

さ
ん
が
、
８
月が

つ

に
ジ
ャ

ル
ジ
ン
・
パ
ウ
リ
ス
タ
区く

（A
-

lam
eda M

in. R
ocha 

A
zeved

o, 1
0

6
0

）
で
、

「
自じ

分ぶ
ん

の
名な

前ま
え

が
つ
い
た
レ
ス

ト
ラ
ン
を
開か

い

店て
ん

す
る
」
と
報ほ

う

じ
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
・
キ
ッ
チ

ン
の
一い

っ

角か
く

に
１
２
席せ

き

の
み
と
、

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
に
な
る
の
だ
と
か
。
た
だ

し
価か

格か
く

は
最さ

い

低て
い

で
も
３
５
０

レ
、
最さ

い

高こ
う

で
５
５
０
レ
と
あ

る
の
で
、
か
な
り
お
客き

ゃ
く

さ
ん

を
選え

ら

ぶ
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

２
１
歳さ

い

の
息む

す

子こ

ジ
ュ
ン
さ
ん

と
一い

っ

緒し
ょ

に
働は

た
ら

き
、
妻つ

ま

ス
ザ
ナ

さ
ん
が
デ
ザ
ー
ト
を
担た

ん

当と
う

す

る
予よ

定て
い

。
有ゆ

う

名め
い

シ
ェ
フ
が
満ま

ん

を
持じ

し
て
開か

い

店て
ん

す
る
だ
け
に
、

開か
い

店て
ん

後ご

の
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

が
気き

に
な
る

と
こ
ろ
か
。

　

同ど
う

記き

事じ

に
よ
れ
ば
、
眞ま

子こ

さ
ま
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

学が
っ

校こ
う

の
児じ

童ど
う
・

生せ
い

徒と

に
迎む

か

え
ら
れ
て
、
日に

っ

秘ぴ

文ぶ
ん

化か

会か
い

館か
ん

に
ご
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
。

ま
ず
ペ
ル
ー
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
お

い
て
最さ

い

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
マ
ツ
エ
・

ア
メ
ミ
ヤ
さ
ん
（
１
０
４
）、

モ
ト
メ
・
オ
ク
ヤ
マ
さ
ん

「
感か

ん

動ど
う

的て
き

な
も
の
」

眞ま

子こ

さ
ま
が
式し

き

典て
ん

に
ご
臨り

ん

席せ
き

コ
ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

の
谷た

に

川が
わ

セ
ル

ジ
オ
さ
ん
に
よ
る
ト
メ
ア
ス

ー
９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

う
シ
ョ
ー

等な
ど

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
る
。

　

１
３
日に

ち

に
は
、
午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

か
ら
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
サ
ロ
ン

で
公こ

う

式し
き

式し
き

典て
ん

が
開か

い

催さ
い

。
そ
の

後ご

、
午ご

後ご

１
時じ

か
ら
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ａ
体た

い

育い
く

館か
ん

で
カ
ク
テ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行お

こ
な

う
。
な
お
、
同ど

う

式し
き

典て
ん

の
様よ

う

子す

は
記き

念ね
ん

誌し

に
ま

と
め
、
来ら

い

年ね
ん

刊か
ん

行こ
う

す
る
こ
と

が
決け

っ

定て
い

し
て
い
る
。

　

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

と
し
て

は
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
会か

い

館か
ん

と
同ど

う

会か
い

館か
ん

内な
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
改か

い

修し
ゅ
うが
進し

ん

行こ
う

中ち
ゅ
うだ
。「
２
０

年ね
ん

間か
ん

大お
お

き
く
変か

わ
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

に

は
、
昨さ

く

年ね
ん

眞ま

子こ

様さ
ま

が
ご
訪ほ

う

問も
ん

の
際さ

い

に
寄き

贈ぞ
う

さ
れ
た
記き

念ね
ん

品ひ
ん

な
ど
も
展て

ん

示じ

さ
れ
る
。

　

同ど
う

会か
い

館か
ん

入い
り

口ぐ
ち

付ふ

近き
ん

に
は
、

６
～
８
メ
ー
ト
ル
の
鳥と

り

居い

を
建こ

ん

立り
ゅ
うす
る
。
さ
ら
に
、
電で

ん

気き

代だ
い

節せ
つ

約や
く

の
た
め
に
同ど

う

会か
い

館か
ん

に

太た
い

陽よ
う

光こ
う

発は
つ

電で
ん

を
設せ

っ

置ち

予よ

定て
い

。

こ
れ
は
費ひ

用よ
う

の
一い

ち

部ぶ

を
宮み

や

坂さ
か

国く
に

人と

財ざ
い

団だ
ん

が
支し

援え
ん

し
て
い

る
。

　

ま
た
、
パ
ラ
ー
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に

道ど
う

路ろ

の
舗ほ

装そ
う

を
依い

頼ら
い

し
て
お

り
、「
予よ

算さ
ん

に
は
組く

み
込こ

ん

だ
と
聞き

い
て
い
る
」
と
事じ

業
ぎ
ょ
う

の
進し

ん

展て
ん

に
期き

待た
い

を
か
け
て
い

る
。

　

林
は
や
し

理り

事じ

は
「
式し

き

典て
ん

に
は
、

各か
く

地ち

か
ら
も
参さ

ん

加か

す
る
と
聞き

い
て
い
る
。
皆み

な

で
一い

ち

丸が
ん

と
な

り
、
当と

う

日じ
つ

は
盛せ

い

大だ
い

に
祝い

わ

え
れ

ば
」
と
語か

た

っ
た
。

（７） ２０１９年第５２８１号 	 ７月	１２日	（金曜日）

ラ
・
ウ
ニ
オ
ン
へ
の
ご
訪ほ

う

問も
ん

も

眞ま

子こ

さ
ま
百ひ

ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

碑ひ

に
献け

ん

花か

ペルー

会か
い

館か
ん

改か
い

修し
ゅ
う

や
鳥と

り

居い

建け
ん

設せ
つ

事じ

業ぎ
ょ
う

進す
す

む

９
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

の
準じ

ゅ
ん

備び

着ち
ゃ
く

々ち
ゃ
く

トメアスー移
い

住
じゅう

地
ち

日に

本ほ
ん

人じ
ん

ペ
ル
ー
移い

住じ
ゅ
う

１
２
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
お
い
て
お
言こ

と

葉ば

を
述の

べ

ら
れ
る
眞ま

子こ

さ
ま
（
ペ
ル
ー
新し

ん

報ぽ
う

提て
い

供き
ょ
う

）

案
あん

内
ない

で来
らい

社
しゃ

した林
はやし

建
けん

佑
すけ

さん
の
発は

っ

行こ
う

は
全ぜ

ん

１
６
ペ
ー
ジ
中

ち
ゅ
う

４
ペ
ー
ジ
分ぶ

ん

と
ス
ペ
イ
ン
語ご

が

主し
ゅ

と
な
っ
て
い
る
。
都と

丸ま
る

編へ
ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、
通つ

う

常じ
ょ
うは
ス

ペ
イ
ン
語ご

記き

者し
ゃ

が
書か

い
た
記き

事じ

を
翻ほ

ん

訳や
く

す
る
た
め
、
日に

本ほ
ん

語ご

記き

事じ

は
１
日に

ち

遅お
く

れ
。
た
だ

し
眞ま

子こ

さ
ま
ご
訪ほ

う

問も
ん

に
際さ

い

し

て
、
特と

く

別べ
つ

に
で
き
る
限か

ぎ

り
同お

な

じ
紙し

面め
ん

で
掲け

い

載さ
い

で
き
る
よ
う

に
努つ

と

め
て
い
る
。
都と

丸ま
る

編へ
ん

集
し
ゅ
う

長ち
ょ
うは
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

と
兼け

ん

業ぎ
ょ
うし

小お

川が
わ

正
是
さ
ん

■
尋た
ず
ね
人び
と
■

協き
ょ
う

会か
い

を
ご
訪ほ

う

問も
ん

。
ラ
・
ウ
ニ

オ
ン
校こ

う

で
は
、
生せ

い

徒と

ら
が
日に

ち

ペ
ル
ー
両

り
ょ
う

国こ
く

の
国こ

っ
き旗
を
振ふ

る

中な
か

、
ラ
・
ウ
ニ
オ
ン
教

き
ょ
う

育い
く

サ
ー

ビ
ス
協

き
ょ
う

会か
い

の
ユ
リ
・
キ
ツ
タ
ニ

会か
い

長ち
ょ
う

及お
よ

び
ラ
・
ウ
ニ
オ
ン
校こ

う

の
エ
デ
ィッ
ト・マ
ル
テ
ィ
ネ
ス・

ロ
フ
校こ

う

長ち
ょ
う

ら
が
眞ま

子こ

さ
ま
を

迎む
か

え
た
。

　

同ど
う

校こ
う

の
多た

目も
く

的て
き

室し
つ

で
は
、

ロ
ラ
校こ

う

長ち
ょ
う
が
眞ま

子こ

さ
ま
に
歓か

ん

迎げ
い

の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
た
。
続つ

づ

い

て
、
生せ

い

徒と

ら
が
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

、

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

、
ペ
ル
ー
の
民み

ん

族ぞ
く

舞ぶ

踊よ
う

を
披ひ

露ろ
う

し
た
。

　

そ
の
後ご

、
眞ま

子こ

さ
ま
は
ラ
・

ウ
ニ
オ
ン
運う

ん

動ど
う

場じ
ょ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

に
向む

か
わ
れ
た
。
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
ジ
ミ
ー
・
シ
マ
ブ
ク

ロ
会か

い

長ち
ょ
う

が
迎む

か

え
、
ペ
ル
ー
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
お
け
る
同ど

う

校こ
う

及お
よ

び

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

の
役や

く

割わ
り

を
説せ

つ

明め
い

し

た
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
は
、
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

で
松ま

つ

を
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

。
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

内な
い

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場じ

ょ
う

に

向む

か
わ
れ
る
と
、
ペ
ル
ー
で

１
９
８
３
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽た

の

し
む
会か

い

員い
ん

ら
に
笑え

顔が
お

で
手て

を
振ふ

ら
れ

た
。

　

兵
ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
尾お

西に
し

貞さ
だ

夫お

顧こ

問も
ん

が
、
日に

本ほ
ん

の
本ほ

ん

多だ

侑
夫

さ
ん
か
ら
依い

頼ら
い

を
受う

け
、
小お

川が
わ

正
是
さ
ん
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

提て
い

供き
ょ
うを

呼よ

び
か
け
て
い
る
。

　

小お

川が
わ

さ
ん
は
東と

う

京き
ょ
う

水す
い

産さ
ん

大だ
い

学が
く

（
現げ

ん

東と
う

京き
ょ
う

海か
い

洋よ
う

大だ
い

学が
く

）
を

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う。
５
０
年ね

ん

程ほ
ど

前ま
え

に
「
あ

る
ぜ
ん
ち
な
丸ま

る

」
で
渡と

伯は
く

し
、

大た
い

洋よ
う

漁ぎ
ょ

業ぎ
ょ
う

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

（
現げ

ん

マ

ル
ハ
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

）
に
勤つ

と

め
て

い
た
そ
う
。

　

小お

川が
わ

さ
ん
に
つ
い
て
心

こ
こ
ろ

当あ

た
り
の
あ
る
人ひ

と

は
尾お

西に
し

さ
ん

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
９
９
７
１ 

５
・
４
９
２
０
）
ま
で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

（
１
０
４
）、
カ

マ
ド
・
ア
ラ
カ
キ

さ
ん
（
１
０
１
）、

サ
ダ
・
マ
キ
カ
ド

さ
ん
（
１
０
１
）

と
ご
歓か

ん

談だ
ん

。

　

そ
の
様よ

う

子す

を

ペ
ル
ー
日に

っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

の
ア
ベ
ル
・

フ
ク
モ
ト
会か

い

長
ち
ょ
う

は
「
子し

孫そ
ん

で
あ
る

我わ
れ

々わ
れ

に
と
っ
て
、

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
、

努ど

力り
ょ
くと
謙け

ん

虚き
ょ

さ
、

そ
し
て
辛し

ん

抱ぼ
う

強づ
よ

さ

を
も
っ
て
ペ
ル
ー

に
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を

築き
ず

き
上あ

げ
て
き
た

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
名め

い

画が

友と
も

の
会か

い

（
五い

が
ら
し
十
嵐
司つ

か
さ

代だ
い

表ひ
ょ
う）
は
映え

い

画が

鑑か
ん

賞し
ょ
う

会か
い

を
１
３
、２
７
の
両

り
ょ
う

日じ
つ

午ご

後ご

１
２
時じ

半は
ん

か
ら
、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
ブ
ラ
ジ

ル
日に

っ

系け
い

熟じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

館か
ん

（R
ua D

r. Siqueira 
C

am
pos, 1

3
4

, Liber -
dade

）
２
階か

い

で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

参さ
ん

加か

費ひ

は
両

り
ょ
う

会か
い

会か
い

員い
ん

が

１
０
レ
ア
ル
、
非ひ

会か
い

員い
ん

が

１
２
レ
ア
ル
。
午ご

後ご

１
２
時じ

名め
い

画が

友と
も

の
会か

い

の
７
月が

つ

上じ
ょ
う

映え
い

は
１
３
、２
７
日に

ち

に

　

眞ま

子こ

さ
ま
が
訪ほ

う

問も
ん

中ち
ゅ
うの
ペ

ル
ー
で
は
、
現げ

ん

在ざ
い

ペ
ル
ー
新し

ん

報ぽ
う

の
ス
ペ
イ
ン
語ご

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

の

記き

者し
ゃ

が
取し

ゅ

材ざ
い

し
、
都と

丸ま
る

大だ
い

輔す
け

日に

本ほ
ん

語ご

編へ
ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うが
日に

本ほ
ん

語ご

訳や
く

を
し
て
記き

事じ

を
掲け

い

載さ
い

し
て
い

る
と
い
う
。
ペ
ル
ー
新し

ん

報ぽ
う

は

週し
ゅ
う６
発は

っ

行こ
う

で
、
日に

本ほ
ん

語ご

記き

事じ

　

式し
き

典て
ん

で
は
、
フ
ク
モ
ト
会か

い

長ち
ょ
う

夫ふ

妻さ
い

よ
り
眞ま

子こ

さ
ま
に
花は

な

束た
ば

と
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。

ま
た
、
ペ
ル
ー
日に

っ

系け
い

リ
ト
ゥ
モ

ス
・
イ
・
コ
ロ
ー
レ
ス
と
菊き

く

の

会か
い

Ａ
Ｐ
Ｊ
日に

本ほ
ん

の
踊お

ど

り
に
よ

り
、
日に

ち

ペ
ル
ー
文ぶ

ん

化か

を
融ゆ

う

合ご
う

し
た
踊お

ど

り
が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
。

フ
ク
モ
ト

会か
い

長ち
ょ
う

ペルー日
に

本
ほん

人
じん

移
い

住
じゅう

120 周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

う
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